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は じ め に 

 

 

生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、社

会構造や雇用環境は大きく急速に変化し、予測困難な時代を迎えています。 

このような変化の中で、社会を構成する主体である一人一人が、高い倫理観を

もち、人としての生き方や社会の在り方について自ら感じ、考え、他者と対話し

協働しながら、よりよい方向を目指す資質・能力を備えることが求められており、

道徳教育は、これまで以上に大きな役割を果たすことが期待されています。 

こうした中、平成 27 年３月に小学校及び中学校の学習指導要領等の一部改正

に伴い、「道徳の時間」は、「特別の教科 道徳」（以下、「道徳科」という。）」と

位置付けられ、答えが一つではない道徳的な課題を子ども一人一人が自分自身

の問題と捉え、向き合う「考え、議論する道徳」への質的転換を図ることが求め

られています。これを受け、当センターにおいても、昨年度から道徳科の授業に

関する調査研究を行ってまいりました。 

昨年度は、小学校段階を対象として「問題意識をもつ」、「自分との関わりで考

える」、「多面的・多角的に考える」、「自己の生き方について考えを深める」の四

つの学習活動について工夫改善を行うことで、「考え、議論する道徳」への質的

転換を図ることができるのではないかと考え、調査研究を進めました。その結果

として、子どもの考えを広げたり深めたりするための発問や問い返しが重要で

あることが分かってきました。また、それと同時に、効果的な発問や問い返しを

行う難しさも見えてきました。 

 今年度の「道徳科の授業に関する調査研究（中学校段階）」では、昨年度の調

査研究を踏まえて、四つの学習活動を通して子どもの考えをより広げたり深め

たりできるよう、「発問と問い返し」に焦点を当てて研究を進めました。「考え、

議論する道徳」の授業への質的転換が求められている背景等の総論に加え、多様

な考えを引き出すための発問づくりに役立つ「発問づくりシート」の様式や記入

例を掲載しました。また、そのシートを活用して行った調査研究協力校における

実践事例（授業づくりの過程を含む。）を紹介していますので、本冊子をぜひ御

活用ください。 

最後になりますが、調査研究を進めるにあたり、御指導、御助言を賜りまし

た宇都宮大学大学院教育学研究科准教授 和井内 良樹先生、並びに御協力い

ただきました関係市町教育委員会及び調査研究協力校の先生方に対しまして、

厚く御礼を申し上げます。 

 

令和２（2020）年３月 

    栃木県総合教育センター所長  

菅谷  毅  
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第１章 

「考え、議論する道徳」とは 
 
 
 
 
「考え、議論する道徳」の授業への質的転換が求められている背景や、「考え、議論する

道徳」の授業の実現を目指して、「問題意識をもつ」、「自分との関わりで考える」、「物事を

広い視野から多面的・多角的に考える」、「人間としての生き方について考えを深める」の

四つの学習活動について、指導をどのように工夫改善するとよいか説明しています。 
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「考え、議論する道徳」の授業で目指すこと 
１ 

「考え、議論する道徳」の授業って、どういう授業のことなんだろう？ 

「考え、議論する道徳」の授業とは、答えが一つではない道徳的

な課題について、発達の段階に応じて、一人一人の生徒が自分自身の

問題と捉え、向き合っていけるような授業のことです。 

「考え、議論する道徳」の「考える」、「議論する」ってどういうことだろう？ 

この場合の、「考える」とは、生徒が主体的に自分との関わりから、

ねらいとする道徳的価値について、自分の感じ方や考え方を明確に

することです。 

「議論する」とは、生徒が多面的・多角的に考えて、多様な考

え方や感じ方と出会い交流することです。そうすることで、自分の

考え方や感じ方をより明確にすることができます。 

なぜ「考え、議論する道徳」の授業が求められているのかな？ 

これから生徒たちが生きていく時代は、決まった正解のない予測

困難な時代になるでしょう。その中で、様々な文化や価値観を背景

とする人々と相互に尊重し合いながら生きることや、人間としての

生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した一人の人間と

して他者と共によりよく生きていくことが一層大切になってきま

す。その基盤となる道徳性を養うことが求められているからです。 
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道徳科の目標 

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく

生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解

を基に，
①
自己を見つめ，

②
物事を広い視野から多面的・多角的に考え，

③
人

間としての生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断

力，心情，実践意欲と態度を育てる。 
『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 特別の教科 道徳編』より 

 
道徳的諸価値についての理解を基に 

 
①自己を見つめる 

②物事を広い視野から多面的・多角的に考える 

③人間としての生き方についての考えを深める 
 
 学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

どうすれば「考え、議論する道徳」の授業が実現できるのだろう？ 

なるほど！学習活動に着目して、学習指導の過程や指導方法を工夫 
した授業づくりを行うことで、「考え、議論する道徳」の授業への 
質的転換を目指すことができるんですね。 

ここがポイント 
人間としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立

した一人の人間として他者と共によりよく生きるための基盤と

なる道徳性を養うために、「考え、議論する道徳」の授業への質的

転換を図ることが求められています。 

※①、②、③と下線は加筆した。 

「特別の教科 道徳」（以下「道徳科」という。）の目標を見て

みましょう。ここに、道徳科が目指す学習活動が示されています。 

道徳科が目指す学習活動 

つまり… 
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平成 28 年 12 月に中央教育審議会が示した「幼稚園、小学校、中学校、高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
に、「道徳教育においては、他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性
を育むため、答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童生徒が自分自
身の問題と捉え、向き合う『考え、議論する道徳』を実現することが、『主体的・
対話的で深い学び』を実現することになると考えられる。」と書かれています。 

当センターでは、道徳科の目標と「主体的・対話的で深い学び」の視点を基に、
「問題意識をもつ」、「自分との関わりで考える」、「物事を広い視野から多面的・
多角的に考える」、「人間としての生き方について考えを深める」の四つの学
習活動に着目し、これらを授業の中に設定して指導を工夫改善することにより、
「考え、議論する道徳」の授業への質的転換を図ることができると考えました。 
 

着目した四つの学習活動に関する指導 

 

 

①「問題意識をもつ」 
導入において、主体的な学びの実現のためにも主題や教材 

の内容に興味や関心だけでなく、本時の主題に対する問題意識を
もたせて授業を展開できるようにする。 

②「自分との関わりで考える」 
主題に対する問題を自分との関わりとして、これまでの自分の

経験やその時の感じ方、考え方と照らし合わせながら、深く考え
ることができるようにする。 

③「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」 
諸事象の背景にある道徳的価値の多面性に着目し、様々な角度

から総合的に考察することを通して、自分がいかに生きるかにつ
いて主体的に考えることができるようにする。 
 
 

④「人間としての生き方について考えを深める」 
人間について深く理解し、これを鏡として自己を深く見つめる

ことを通して、主体的な判断に基づいて適切な行為を選択するこ
とや、人間としてのよりよい生き方について考えを深められるよ
うにする。 

「考え、議論する道徳」の授業づくりに向けて 
２ 

・浅見 哲也「道徳科における主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」『初等教育資料 平成29年12月』

を参考に作成しました。 

※「多面的・多角的に考える」とは、例えば、読み物教材に登場する様々な人物の立場で考えて

みたり、登場人物を客観的に捉えて考えてみたりするなど、様々な面をもつ学習対象を、様々な

角度から考えることです。多様な感じ方や考え方に接する中で、価値理解だけでなく、人間理解

や他者理解も深めるなど、道徳的価値の理解につながります。 
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授業における四つの学習活動のイメージ 例 

 段  階 着目した四つの学習活動 道徳的価値理解   

導 
 

入 

主題に対する生徒の

興味や関心を高め、

ねらいとする道徳的

価値の自覚を深める

上での動機付けを図

る段階 

 

 

展 
 

 

開 

主題のねらいを達成

するための中心とな

る段階であり、中心

的な教材によって、

生徒がねらいとする

道徳的価値の理解を

基に自己を見つめる

段階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

終 
 

末 

生徒が自分との関

わりでねらいとす

る道徳的価値に対

する思いや考えをま

とめ、今後の発展に

つなげる段階 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

自立した人間として他者と共によりよく生きる 

学
校
の
教
育
活
動
全
体 

価値理解 

人間理解 

他者理解 

②自分との関わりで考える 

①問題意識をもつ 

②自分との関わりで考える 

道徳的価値 
の理解を基に 

③物事を広い視野から 
多面的・多角的に考える 

②自分との関わりで考える 

④人間としての生き方に 
ついて考えを深める 

価値理解 

人間理解 

他者理解 

それぞれの理解を

深められるように、

対話的な学びの場を

設定したり、効果的

な発問や問い返し

などを工夫したり

する 

※ P.1２ コラム「道徳的価値の理解について」参照 

自己理解 

補充、深化、統合 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ここで扱う問題は、
道徳的価値と関連の
ある問題 

道徳性を養う 
道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度 

※ 
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①問題意識をもつ 

 生徒に問題意識をもたせるために、例えば、授業の導入で、主題や教材の内容に

対して興味や関心を高めたり、道徳的価値の理解を基に自己を見つめられるよ

うに動機付けしたりすることが考えられます。 

具体的な手立てとして、生徒の生活や経験などの実態に合わせ、本時で扱う道

徳的価値と関連がある身近な問題や社会問題、教材に描かれている問題、学習課

題などを導入段階で話題にすることで、生徒が問題意識をもち主体的に取り組め

るように工夫することなどが考えられます。 

 

具体的な手立ての工夫の例 

 

○ねらいとする道徳的価値に関わる生活経験に関するアンケートを事前に

行い、集計して分かりやすく提示し、問題意識をもてるようにする。 

 

 

○ねらいとする道徳的価値に関わる生活経験の発表、話合いの場などを設定

し、生徒が考えてみたい、話し合ってみたいと思えるように発問を工夫し、

問題意識をもてるようにする。 

 

 

○教材の中でねらいとする道徳的価値に関わる問題について考えてみたい、話

し合ってみたいという意識をもてるように発問を工夫することで、問題意識

をもてるようにする。 

「△△△（道徳的価値）について、どのように考えているか。」 

「この教材では、どのようなことが問題となっているか。」 

「いじめはよくないと分かっていていながら、どうしてなくならないのか。」 

「きまりは何のためにあるのか。」 

  「『心の弱さ』とは、どういうことか。」 など 

 

  

  ○教材の中でねらいとする道徳的価値や、問題が生じる複数の道徳的価値

が含まれる画像や動画を提示し、視覚的に捉えさせることにより、問題意

識をもてるようにする。 

アンケートの活用 

生活経験の発表や話合いの場の設定 

教科書等の教材の中に描かれている道徳的な問題を捉えさせる問いかけ 

ねらいとする道徳的価値が含まれる画像や動画などの提示の工夫 
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②自分との関わりで考える 

 自分との関わりで考えることができるようにするために、生徒がこれまでの

自分の経験やそのときの感じ方、考え方と照らし合わせ、さらに考えを深めるこ

とで、授業で学んだことが今後の生き方に生かされるようになると考えられます。 

 具体的な手立てとして、生徒の日常生活の経験や共通体験を想起させたり、生

徒の実態を把握し意図的指名をしたり、生徒自身の体験などを引き出せるよう

に発問を工夫したりすることが考えられます。 

 

具体的な手立ての工夫の例 

 

○ねらいとする道徳的価値に関わる直接体験や間接経験を話題にし、自分

との関わりで振り返らせ、そこからの問題について考えることができる

ようにする。 
 
 

○教材によっては、登場人物が複数人登場したり、登場人物同士の関係性

が複雑であったりして、生徒が教材の内容を理解しにくい場合がある。自分事

として捉え、より深く理解できるようにするために場面絵の活用をする。

同様にＩＣＴの活用も考えられる。 
 
 

○ねらいとする価値そのものを問う。 

「本当の△△△とはどんなものか。」 

○登場人物などの心情を共感的に問う。 

「～のとき□□□の心の中はどんなだったか。」 

○具体的な問題場面において、※投影的に問う。 

「もし、あなたが□□□だったらどうするか。」 

 
 

○役割演技とは、資料の中の特定の場面や状況における登場人物を即興的

に演じることである。演じることで実際の道徳的な問題場面を実感を伴

って理解することにより、生徒が自分との関わりで道徳的価値について

考えられるようにする。 
 

 

○意図的な指名をして、生徒から感じたことや考えたことを引き出し、広げ 

たりつなげたりすることを通して、本時のねらいとする道徳的価値についての

生徒の実態を把握したり、日常生活の中で経験したことや、学校での共通体験

等で感じたことや考えたことを生徒たちに想起させたりできるようにする。 

直接体験や間接経験を出し合う場の設定 

役割演技等 

意図的な指名 

場面に応じた発問 

場面絵などの活用 

※登場人物に自分を置き換えて問うこと。 
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③物事を広い視野から多面的・多角的に考える 

 物事を広い視野から多面的・多角的に考えることができるようにするためには、

特に、対話的な学びを工夫することが大切です。 

対話をしやすくするための具体的な手立てとして、例えば、ペアやグループな

どで、対話する相手の組合せを生徒の発達段階や実態に応じて工夫することが

考えられます。また、対話する前に自分の考えがもてるように時間を確保したり、

自分の考えを端的に表せるように、色違いのカードを用意したりするなどの工

夫が考えられます。 

他にも、他者と対話をしたくなるような発問や道徳的価値の多面性に気付け

るような問い返し、考えを広げたり深めたりするための構造的な板書などとい

った工夫を行うことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な手立ての工夫の例 

 

○対話する際に、登場人物や状況など、どのような立場から考えたのかを

相手に分かるようにするために、意思表示のカードやネームプレートな

どの教具を活用する。 

○考えたことや感じたことなどを付箋に書き、貼ったり剥がしたりしながら

話し合い、様々な考え方や感じ方を整理できるようにする。 

 

   

○考えの根拠を確かめる問い返しを行い、答えは同じでもその根底にある 

考え方や感じ方は様々であることに気付かせるようにする。 

「なぜ、そう考えたのですか？」 

（いくつかの考えを整理して）「どの考えが大切だと思いますか？」など。 

○考えが広がらなかったり表面的だったりした場合には、機転を促す問い 

返しをする。 

「本当にそうなのですか？」 

「～という考え方もあるがどうでしょうか？」など。 

中学生の時期は思春期に入り、友人関係に強い意味を見いだし

仲間や友達の評価を強く意識する反面、他の人との交流に消極的

であったり、異性への興味関心も高まり意識したりすることで、自

分の考えを表現することに抵抗が出てくる時期でもあります。 

生徒にとって、学級が「安心できる場」「自信をもって活動でき

る場」であるように心がけましょう。また、生徒の発言を傾聴し受

け止め、共に考え、共に語り合えるようにしましょう。 

意思表示のカード、教具や付箋などの活用 

問い返し 
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○ねらいとする道徳的価値に直接結び付く中心発問では、物事を広い視野から

多面的・多角的に考えられるような発問として、次のようなものが考えられる。 

 

発問例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な発問 

 

「以前」や「これから」について考えられるようにする発問 

Ａさんは、以前はどんな思いだったのでしょうか？ 

これからＡさんは、どうすると思いますか？ 

これからどうなる

のだろう･･･。 
以前はどうだった

のだろう･･･。 

 

Ａ 
過去 

 Ａ 
未来 

条件や状況を変えて考えられるようにする発問 

もし●●●だったら、どうしたと思いますか？ 

もし■■■だったら、どうしたと思いますか？ 

もしも、■■■

だったら･･･。 
もしも、●●●

だったら･･･。 

 

 Ａ 
●●● 

 Ａ 
■■■ 

それぞれの立場に立って考えられようにする発問 

Ａさんの立場

だったら･･･。 

Ａさんの立場から考えたらどう思いますか？ 

また、Ｂさんの立場から考えたらどう思いますか？ 

それぞれの立場になって考えてみよう。 

Ｂさんの立場

だったら･･･。 

 
 Ａ  Ｂ 
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  ○教材の内容を時系列で示しながらそれに対する生徒の思考の変化を示す。 

○複数の登場人物の立場から考えた意見を視覚的に比較できるように示す。 

○ウェビング法（連想を広げていく手法。一つのキーワードから思い付く言

葉を書き出し、次々とつなげ、思考を広げる方法）などを用いて、様々な

考え方や感じ方を視覚化し、それぞれをつなげたり、比べたりできるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材に応じた構造的な板書の構成 

■ウェビングマップの板書例 

第○回 テーマ ○○○○○ 

『○○○○○』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

  

 

教
材
名 

「
○
○
○
○
○
」 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

テ
ー
マ
「
○
○
○
○
○
」 

◎
中
心
発
問 

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

ＹＥＳ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

ＮＯ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

■視覚的に意見を比較できるようにした板書例 

■時系列で示しながら思考の流れを表した板書例 

第
○
回
道
徳 

「
○
○
○
○
○
」 

め
あ
て 

「････････････････

」 

❷
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

・

 
 

 
 

 

・ 

・
 

 
 

 
 

・ 
・

 
 

 
 

 

・ 
・

 
 

 
 

 

・ 

・

 
 

 
 

 

・ 

・

 
 

 
 

 

・ 

➊
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

・ ・ ・ 

❸
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

・ ・ ・ ・ ・ 
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今まで、楽しく一緒にいる人

が、親友だと思っていたけれど、

時にはライバルのようにお互い

高め合ったり、悩みや苦しさを

一緒に乗り越えたりできるよう

な人も親友といえるのかな･･･。 

④人間としての生き方について考えを深める 

人間としての生き方について考えを深めることができるようにするためには、
生徒が道徳的価値に関わる事象を自分自身の問題として受け止めたり、他者の
多様な感じ方や考え方に触れ、身近な集団の中での自分の特徴に気付いたりす
るなどの学習活動の工夫を通して、自分と向き合い真剣に考えられるようにし
ていくことが考えられます。 

具体的な手立てとして、生徒が、これまでの生き方を振り返ったり、これから
の生き方に希望をもったりすることができるような時間を確保し、書く活動な
どを取り入れ、記録を集積することなどが考えられます。また、学習の過程や成
果などの記録（ポートフォリオ）を計画的にファイル等に集積することにより、
生徒が学習状況を自ら把握し振り返ることができるように工夫することなどが
考えられます。 
 

具体的な手立ての工夫の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○十分な時間を確保し、ワークシートなどに書く活動を取り入れ、これまで
の自分やこれからの自分の生き方などについて書きながら内省できるよ
うにする。 

 
 

○道徳的価値に関連した、教師自身が体験した話や偉人の名言、ことわざ、詩、
写真、記事（新聞やテレビ、インターネット）などを紹介する。その際、
教師の道徳的価値の押し付けにならないように注意する。 

 
 
  ○道徳的価値に関わるエピソードを、様々な立場から紹介してもらえる

ように設定する。 
 
 
  ○これまでの自分やこれからの自分について内省できるように、道徳的価値

に関連した音楽や映像を活用する。 

発問の工夫 

最初に質問したことを

もう一度質問します。   

「親友」とは、どのよう

な人のことだと思います

か？ 

振り返りの時間の確保 

教師の説話 

保護者やゲストティーチャーの協力 

音楽や映像の活用 

内容項目 

Ｂ－（８） 友情，信頼 
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コラム 

道徳的価値の理解について 
 

道徳的価値とは、「よりよく生きるために必要とされるものであり、人間とし
ての在り方や生き方の礎となるもの」です。 

生徒が今後、様々な問題場面に出合った際に、その状況に応じて人間としての
生き方を考え、主体的な判断に基づいて道徳的実践を行えるようにするために
は、教師は道徳的価値について理解し、生徒たちが価値理解と同時に人間理解や
他者理解も深めていけるようにすることが必要です。 
 

価値理解 人間としてよりよく生きる上で大切なことであることを理解すること 

 
 
 
 

「お互いに信頼して個性を認め合い、相手への尊敬や幸せを願う思いが大切なんだ。」 
 

「男女で考え方が違ったりすることがあるけれど、お互いに相手のよさを認め合う
ことが大切ね。」 

 

人間理解 
道徳的価値は大切であってもなかなか実現することができない

人間の弱さなどを理解すること 

 
 

 
 「本当は友達と仲良くしたいけれど、自分よりもいろんなことができるから、悔しく

て嫌いになったり、意見が合わなくてケンカしたりしてしまうこともあるな。」 
 

「仲のよい友達に、言い過ぎてしまったり、意見が合わないでケンカをしたりしたとき
に、本当は謝りたいけれど、なかなか謝ることができないのよね。」 

 

他者理解 
道徳的価値を実現したり、実現できなかったりする場合の感じ方、 

考え方は一つではない、多様であるということを前提として理解すること 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

「みんな考え方が違うね。」 

 

「そういう考え方もあるのか。」 

 

「その考え方も分かるな。」 
 

「いろいろな考え方が 

あるんだね。」 

男女の友情は
難しいと思う。同
性同士でも難し
いのに･･･。 

お互いに信頼できた
り、尊重できたりすれ
ば、深い友情関係にな
れるのかな。 

相手をきちんと
理解できれば、異
性でも友達になれ
ると思う。 

男女関係なく、励ま
し合ったり忠告し合っ
たりできるような人を
大切にしたいな。 

理解したと思われる反応の例  Ｂ－（８） 友情，信頼 

理解したと思われる反応の例  Ｂ－（８） 友情，信頼 

理解したと思われる反応の例  Ｂ－（８） 友情，信頼 



 

 

 

 

第２章 

多様な考えを引き出すための発問づくり 

 

 

 

 

生徒から多様な考えを引き出し、「考え、議論する道徳」の授業にしていくための、

発問や発問の構成、教材の吟味や発問づくりの手順例、発問づくりシートの記入方法や

記入例について説明しています。 
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四つの学習活動の中で、特に「自分との関わりで考える」や「物事を広い視

野から多面的・多角的に考える」場面において、明確な意図や目的をもって発

問や問い返しをすることで、生徒の考えをより広げたり深めたりすることがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「発問」と「発問の構成」について 
１ 

道徳の授業で発問をすると、生徒は教科書の文章をそのまま発表す

ることが多いんだよな･･･。何でだろう？ 

例えば、どのような発問をしていますか？ 

「主人公は、次にどうしたでしょうか？」とか「主人公は、どのよう

に思ったのでしょうか？」などかな･･･。確かに教材を読めば分かるよ

うな発問をしていることが多かったかもしれない･･･。 

そのような発問によって、登場人物の行動や心情を読み取るだけ

の授業になっていたのかもしれませんね。 

どうすれば、登場人物の心情の読み取りだけにならずに、考えを

深め、道徳的価値に迫れるように発問をすることができるのかな？ 

まずは、どのような意図をもって発問をするかを考えることが

大切です。そして、どのような場面で発問すればよいのか、授業

全体での発問の構成を検討することも必要です。そのためには、

教材をしっかりと吟味することがとても重要になります。 
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●「発問」と「発問の構成」の例 

 発問例と四つの学習活動との関わり 

導 
 

入 

問題意識に基づく発問（課題設定） 

・「○○」とは何だろう。 

展 
 
 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 
 

末 

問題意識に基づく発問（自己の振り返り） 

・「○○」とは何だろう。 

課題設定と自己の振り返りとの関連性を高める（授業の入口と出口を近づける） 

発問の構成例作成に当たり、宇都宮大学大学院教育学研究科 和井内 良樹 准教授の以下の著書を参考にしました。 

・「特別の教科 道徳」『授業が変わる！新学習指導要領ハンドブック中学校社会編』（平成 29 年）時事通信社 

 ・「『特別の教科 道徳』について考える」『下野教育 No.759』（平成 30 年）栃木県連合教育会 

物事を広い視野から 

多面的・多角的に考える 

 

多様な考えを導く発問 

人物の気持ち・考え（共感的に問う） 

・～のときの□□の気持ちはどんなだろう。 
・～のところで□□はどんなことを考えた 
だろう。 

・～のとき□□の心の中はどんなだったか。 
・～のときの□□と同じ気持ちになった 

ことはないか。 
 
人物の在り方（生き方）・それに対する考え 

（分析的に問う・投影的に問う） 

・□□が大切にしていることとは何だろう。 
・□□のような生き方についてどう思うか。 
・なぜ□□はそのような行動をしたのか。 
・□□の行動にはどんな意味があるのか。 
・もし□□だったらどうするか。 
・もし□□だったらどう考えるか。 
 
資料のテーマ・それに対する考え 

・～はどんなところが問題か。 
 
ねらいとする道徳的価値そのもの 

・本当の「○○」とはどんなものか。 
・「○○」についてどう考えるか。 

  考えの根拠を問う発問 
 
・なぜそう考えたのか。 
・（いくつかの考えを整理して） 

どれが大事だと思うか。 

自分との関わりで考える 

自分との関わりで考える 

問い返し 

自分との関わりで考える 

問題意識をもつ 

機転を促す発問 

（批判的に問う） 

・本当にそうなのか。 
・～といった別の見方もあるがどうか。 
・□□は本当にそのようにしてよか

ったのか。 
・～という考えにあなたは賛成か、 

反対か。 

問い返し 

人間としての生き方に 

ついて考えを深める

ここでは、「発問」と授業全体の「発問の構成」の例を紹介します。 

生徒の考えを広げたり深めたりするためには、教材を吟味し、教材

を通して何を考えさせたいのか明確な意図や目的をもった上で、どの

ような場面でどのように発問や問い返しをするかを考えることが大切

です。 
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教材に含まれる道徳的価値の理解を基に、人間としての生き方についての自覚

を深めることを目指し、「問題意識をもつ」、「自分との関わりで考える」、「物事

を広い視野から多面的・多角的に考える」、「人間としての生き方について考えを

深める」の四つの学習活動を授業に位置付けました。生徒が「考え、議論」でき

るようにするために、どのように発問をつくればよいのか、そのために教材をど

う吟味すればよいのか、ここでは、手順例を示しながら説明します。なお、ここ

で示した手順に基づくき、P.22、23にある「発問づくりシート」で整理すること

ができます。 

 

 

  

教材を吟味するとは、教科用図書や補助教材の題材に、生徒に考えさせたい

道徳的価値に関わる事項がどのように含まれているかを授業者が検討するこ

とです。検討する方法は様々ありますが、ここでは教材をどのような視点で読

み込み、どのように吟味をするかの例を紹介します。 

時系列的な吟味 

○教材全体の流れを捉える 

 ・時系列で全体を見た場合に、何がどのように変化

したかを把握する。 

 ・時系列で全体を見た場合に、どの場面でどのよう

なことが問題となるかを把握する。 

構造的な吟味 

○人間関係、内容項目の関係を捉え、生徒が多面的・

多角的に考える場面を押さえる 

 ・登場人物の関係性を整理しながら、言動や考え方

の違いを把握する。 

 ・問題となる場面において、どのような内容項目と

関連するか把握する。 

生徒の視点 

からの吟味 

○生徒が何について問題と感じ取るか、何を疑問に

思うかなどを想定する（問題意識） 

 ・教材のどのような場面で、どのようなことが問題

と感じるか、話し合いたいと感じるか考える。 

○生徒が、教材からどのように自分との関わりで考

えるのかを想定する 

・どの登場人物のどのような言動や考え方に共感し

やすいか考える。 

教材を読み吟味する 1 

「考え、議論する道徳」の発問づくり 
２ 
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全ての内容項目は、道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行われる

道徳教育における学習の基本となるものです。内容項目は、中学校学習指導要

領（平成 29年告示）解説「第３章 第２節 内容項目の指導の観点」に示され

ています。内容の記述に当たっては、その内容項目を概観するとともに、内容

項目の全体像を把握することにも資するよう、その内容を端的に表す言葉を付

記したものを見出しにして、内容項目ごとの概要、指導の要点を示しています。 

道徳科の授業を行う際には、教材に含まれる道徳的価値を十分に理解してお

く必要があります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）指導の要点 
小学校の段階では，特に高学年で，基本的な生活習慣は心身の健康を維持増進 

し，活力のある生活を支えるものであることへの理解を深め，児童一人一人が自 

分の生活を振り返り，改善すべき点などについて進んで見直しながら，望ましい 

生活習慣を積極的に築くとともに，自ら節度を守り節制に心掛けるように指導し 

ている。 

中学校の段階では，入学して間もない時期には，望ましい生活習慣を築いてい 

こうとする気持ちはあるが，しなければならないことが増えて，ついついおろそ 

かになりがちである。学年が上がるにつれて，心身ともに著しい発達を見せ，活 

力にあふれ意欲的に活動できるようになる。しかし，心と体の発達が必ずしも均 

衡しているわけではないため，軽はずみな行動によって健康を損なってしまった 

り，時間や物の価値を軽視してその活用を誤ったりするなど，衝動にかられた行 

動に陥ることもある。中学生になったという意識も働き，これまで身に付けてき 

た基本的な生活習慣や防災訓練，交通安全等の安全に関わる活動に対し，ためらっ 

たり，軽く考えたりすることも起きてくる。また，これまで身に付けてきた基本 

的な生活習慣に対して，外面的には反発や抵抗を示すこともある。 

指導に当たっては，まず，小学校段階からの節度，節制の大切さについての理 

解を一層深めるとともに，生活全般にわたり安全に配慮して，心身の調和のある 

生活を送ることの意義をしっかりと考えることができるようにすることが大切で 

ある。そのために，そこでは行動の仕方や物事の処理の問題として捉えさせるだ 

けでは十分ではない。心身の健康の増進，生涯にわたって学ぼうとする意欲や習 

慣，時間や物を大切にすること，常に安全に配慮して生活すること，望ましい生 

活習慣を身に付けることなどが，充実した人生を送る上で欠くことのできないも 

のであることを，生徒自らが自覚できるようにすることが大切である。 

さらに，改めて基本的な生活習慣や防災訓練，交通安全等の安全に関わる活動 

の意義について学ぶ機会を設けることが大切である。きまりある生活を通して自 

らの生き方を正し，節度を守り節制に心掛け，安全で調和のある生活の実現に努 

めることが，自分自身の将来を豊かにするものであることを自覚できるようにす 

ることが何よりも重要である。単に日々の生活だけの問題ではなく，自らの生き 

方そのものの問題であり，人生をより豊かなものにすることとの関係で学ぶこと 

ができるようにすることが必要である。 

 

２ 節度，節制 

 

 

 

 

 

 

 

（１）内容項目の概要 
「望ましい生活習慣を身に付け」るとは，それを行うことで心身の健康の増進 

を図ることができる行為を，日常の生活において日々繰り返すことによって，殊 

更意識せずに行うことができるようになることである。「習慣は第二の天性」と 

の言葉もあるように，その人の人となりに大きな影響を与えるものである。自己 

を保ち生きていく上で心身が健康であることは大切であり，食事・睡眠・運動の 

大切さについて改めて学ぶ必要がある。現代社会においては環境や生活様式の変 

化も大きく，情報機器の発達により若者の欲望や衝動を刺激するものも少なくな 

い。自らの欲望や衝動の赴くままに行動してしまい，心身の健康を損ねることの 

ないようにしなければならない。 

そのためには，そうした状況に至らない適度な程度としての「節度」を意識し， 

その節度を超えないように欲望などを抑え，自己を統御する「節制」が求められ 

る。節度と節制は，人間の感覚的な欲望の抑制を説いていると理解されるため， 

消極的に捉えられがちである。しかし，節度を守り節制に心掛けることは，望ま 

しい生活習慣を身に付けることにつながっており，心身の健康を増進し，気力と 

活力に満ちあふれた充実した人生を送る上で欠くことのできないものであり，積 

極的に捉えるべき価値であると言うことができる。 

安全で調和のある生活をすることは，人格形成にも深く関わる。災害などの中 

には人知をはるかに超えたものもあるが，日々の生活において交通事故，犯罪や 

大きな自然災害などによる危害を受けないよう安全や危機管理に十分配慮し，心 

身の調和のある生活の実現に努めることは，自己の人生を豊かにし，意義ある生 

き方につながることを理解できるようにする必要がある。 

望ましい生活習慣を身に付け，心身の健康の増進を図り，節度を守り節制 

に心掛け，安全で調和のある生活をすること。 

 

（小学校）［節度，節制］ 

 〔第１学年及び第２学年〕  健康や安全に気を付け，物や金銭を大切にし，身の回りを整え，わがままを 

しないで，規則正しい生活をすること。 

 〔第３学年及び第４学年〕  自分でできることは自分でやり，安全に気を付け，よく考えて行動し，節度 

のある生活をすること。 

 〔第５学年及び第６学年〕  安全に気を付けることや，生活習慣の大切さについて理解し，自分の生活を 

見直し，節度を守り節制に心掛けること。 

内容項目から道徳的価値や具体的な指導について確認する ２ 

道徳科の内容は、次のような構成になっています。 
※中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 P.28 

内容項目は、道徳的価値を含む内容
を、短い文章で表現したものです。  

内容項目「２ 節度，節制」を例に
見てみましょう。 

内容項目 
望ましい生活習慣を身に付け，心

身の健康の増進を図り，節度を守り
節制に心掛け，安全で調和のある生
活をすること。 

道徳的価値 
○望ましい生活習慣を身に付ける。 
○心身の健康の増進を図る。 
○節度を守り節制に心掛ける。 
○安全で調和のある生活をする。 

なるほど！ 
これが道徳的価値

なんですね！ 

「（１）内容項目の概要」に
は、内容項目について詳しく
説明されていますね。 

「（２）指導の要点」には、
小学校段階で指導している
ことが載っています。それ
を踏まえて授業ができるよ
うにしましょう。 

また、「指導に当たって
は」以降には、指導する上で
留意することが具体的に載
っていますので、参考にし
ましょう。 
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中心発問とは、資料を通してねらいとする道徳的価値に関わって、生徒に最

も考えさせたい場面での発問です。 

授業をつくる際には、発問の構成を検討します。その際、最初に授業のねら

いに深く関わる中心的な発問を考え、次にそれを生かすためにその前後の発問

を考え、授業全体の流れを捉えるようにするという手順が有効な場合が多いと

言われています。 

中心発問を検討する際には、生徒に最も考えさせたい問題とする場面におい

て、生徒の反応を想定しながら問い方などを考えることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

中心発問を考える ３ 

「二通の手紙」（私たちの道徳 中学校 文部科学省） 

内容項目 Cー（10） 遵法精神，公徳心 

中心発問に対し予想される生徒の反応 

弟思いの優しいお姉さんの気持ちを考えると、姉弟を動物園に入れて

しまうかもしれない。一緒について行ってあげて、ゾウとキリンだけ見

たら帰るようにすると思う。 

「二通の手紙」では、元さんが判断したことを基に、社会における法
やきまりの意義について考えられるような授業展開にしたいな。 

中心場面は、「自由と責任」、「思いやり」、「遵法精神」などの複数の
内容項目から考えることができるので、「元さんの対応の場面」を選ぶ
とどうだろうか。 

中心発問で「あなたが元さんの立場だったら、どのように対応します
か？」と投影的に問うことで、ねらいに迫れるのではないかな？ 

私だったら、弟思いの優しいお姉さんの気持ちを考えながら、お姉

さんに動物園には、きまりがあることを優しく教えてあげたい。そし

て、動物園の割引券とかシールとかを渡して、お母さんと一緒に来て

ねと伝えようと思う。しかし、実際に言うとなると難しいと思う。泣か

れたりしないか心配です。 

姉弟に保護者同伴でないと入れないことや開園時間があることな

ど、動物園のきまりについてきちんと教えて、親と一緒に開園時間内

に来てくださいと伝える。なぜそう考えたかというと、例えば、閉園

後に姉弟を入れて、それを見ていた別の人からも入れてくださいとお

願いされたら、入れないと不公平になるから断れないと思う。そうな

ると、閉園時間のきまりの意味がなくなってしまうと思う。 
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中心発問が決まったら、中心発問を生かせるように前後の発問や問い返しを

検討します。検討する際には、生徒が自分との関わりで考えることができるよ

うな場面で、生徒が自分との関わりで考えられる発問になっているかどうか検

討します。 

また、物事を広い視野から多面的・多角的に考えることができる場面で、ど

のような発問や発問からの問い返しをすると多面的・多角的に考えることがで

きるか検討をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心発問を生かすための考えさせる場面や前後の発問や問い返しを考える ４ 

「二通の手紙」（私たちの道徳 中学校 文部科学省） 

内容項目 C－（10） 遵法精神，公徳心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心発問で、問題について自分との関わりで考えたり、多面的・多
角的に考えたりしたことを通して、法やきまりについて自分なりに納
得できる考えへと深められるようにしたいな。 

中心発問で考えさせたいことに近づけるためには、まずは自分との
関わりで考えることができるようにしたいな。 

規則に反して姉弟を入園させた元さんの判断に賛成か反対か問うこ
とで、これまでの経験や自身の判断基準を基にして自分との関わりで
考えさせたいな。その理由を問い返すことで、より深められるのでは
ないかな？ 

発  問：元さんの判断に賛成ですか？ 反対ですか？ 
問い返し：なぜ、そのように考えたのですか？ 

前 

・・・・・・。 

・・・・・・・・・・・・・・・。 

中心発問：あなたが元さんの立場だったら、どのように対応
しますか？ 

人によって様々な対応があることや、同じ対応でも、違った道徳的
価値から考えられていることに気付くことができるようにするため
に、なぜそのような対応をするのか、理由を問い返したり、他の対応
を考えさせたりする。 

問い返し：なぜ、そのような対応をするのか？ 
他にどのような対応が考えられるだろうか？ 

後 
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  教材の中の「道徳的な問題」の捉え方について 
 

教材に描かれている「道徳的な問題」を生徒一人一人が自分自身の問題として

捉え、考えを深めることができるような授業づくりを行う上では、「この教材に

はどのような問題があるか」「生徒が問題として捉えることは何か」といったこ

とを考えながら教材を吟味することが大切です。 

 

教材にある「道徳的な問題」として、例えば、 
 

㋐道徳的価値が実現されていないことに起因する問題 

㋑道徳的価値についての理解が不十分又は誤解していることから生じる問題 

㋒道徳的価値のことは理解しているが、それを実現しようとする自分とそう 

できない自分との葛藤から生じる問題 

㋓複数の道徳的価値の間の対立から生じる問題 
 

などが考えられます。教材を吟味する過程で、このような問題がどのように設定

されているかを把握し、その問題に対する生徒の考えの根拠について問いかけ

たり、問題場面を自分に当てはめて考えることを促したり、問題場面における道

徳的価値の意味を考えさせたりする発問や問い返しを考えていきます。 
 
「二通の手紙」（私たちの道徳 中学校 文部科学省）を例にすると、次のよ

うに場面を捉え、授業づくりを行うことができると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

コラム 

動物園の規則を守ることについての理解が不十分なことから、元さんが姉弟を入園

させてしまったことで、時間になっても姉弟が戻らなかった。園内職員一斉の捜索が

始まり、祈るような気持ちで元さんが連絡を待つという場面がある。 
これは、 

 
㋑道徳的価値についての理解が不十分又は誤解していることから生じる問題 
 
であると考えることができる。 
 この問題から、法やきまりの意義について考えることができるような発問や問い返

しができる。 

はじめは、「二通の手紙」を読んでも「やっぱり規則を守ることは大切

だ」くらいの感想しかもてなくて、どう発問をつくればいいか分からなか

ったけれど、「どのようなことから問題が生じたのか」と考えながら読ん

だら、問題の原因がだんだん分かるようになり、そこから発問や問い返し

を考えることができました。 
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  評価の考え方について 

道徳科での生徒の評価に当たっては、次のような視点を重視することが重要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○学習活動において、生徒が一面的な見方から多面的・多角的な見方へと

発展させているかどうか 

○道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか 

「学習活動において、生徒が一面的な見方から多面的・多角的な見方
へと発展させている」とは、具体的には、どのような生徒の姿なのかな？ 

例えば、このような姿が考えられるかしら。 
・道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの心情を様々

な視点から捉え考えようとしている 

・自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようとしている 

・複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行動を多面

的・多角的に考えようとしている 

「道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めている」とは、
具体的には、どのような生徒の姿なのかな？ 

例えば、このような姿が考えられるかしら。 
・読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、自分なりに具体的にイ

メージして理解しようとしている 

・現在の自分を振り返り、自らの行動や考えを見直していることがうかが

える部分に着目している 

・道徳的な問題に対して自己の取り得る行動を他者と議論する中で、道徳

的価値の理解を更に深めている 

・道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え、考えよう

としている 

なるほど。学習活動に着目し、生徒が何
をどのように考えているかを見取ればいい
のですね。 
このように生徒が考えを深められるよう

にするためにも、発問や問い返しがとても
大切ですね。 

そうですね。 
考えを深められ
るようにするた
めにも、やはり
授業づくりが
大切ですね。 

コラム 
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発問を考える際には、

P.15「●『発問』と『発問

の構成』の例」を参照して

ください。 

 

※P.16～19 の              を参考にしながら発問づくりを

してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

生徒は様々な考えをもっています。3 パターン程度の

生徒の反応を想定しておくことで、発問の文言を吟味し
たり、生徒の反応からの問い返しを考えたりすることに
役立つと考えられます。 

ここには、教材名、教材に関連する内容項目と「ねらい」（道徳的価値）

を記入します。 

「ねらい」は、道徳的な判断力、心情、実践意欲、態度など、授業を通

して育てたいことを簡潔に記入します。 

1 ２ 

ここには、中心発問と中心発問に
対して予想される生徒の反応を想定
して書きます。 

中心発問は、多様な考えや意見が
出るような発問となるようにするこ
とや、道徳的価値を確認していけるよ
うな発問となるように工夫します。 

その際、中心発問に対し生徒がど
のような反応をするか、思い浮かべ
ながら生徒の言葉で書き表します。

ここには、どのような板書にするか、その計画を書きます。 

板書は生徒にとって思考を深める重要な手掛かりとなります。それは、板書が教師の伝えたい内容を

示したり、その順序や構造を示したり、内容の補足や補強をしたりするなど、多様な機能をもっている

ためです。 

思考の流れや順序を示すような順接的な板書をするだけでなく、意見や考えの違いや多様さを対比し

て表したり、中心部分を浮き立たせたりするなど、教師が意図を明確にして板書できるように工夫する

ことが大切です。 

ここには、中心発問を生かす前後の

発問とその意図を書きます。 

それぞれの発問が決まったら、発問

の順番を考えながら授業全体の流れを

捉えるようにします。 

４ 

1 ２ ３ ４ 

発問づくりシートの記入方法 ❏ 

３ 
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教 材 名 二通の手紙 （私たちの道徳 中学校 文部科学省） 

内容項目 C－（10） 遵法精神，公徳心 

ねらい 
（道徳的価値） 

法やきまりの意義を理解し、秩序と規律のある社会を実現しようと
する態度を育てる 
（ 法やきまりの意義を理解する、義務を果たす ） 

○中心発問と中心発問に対して予想される生徒の反応を、生徒の言葉で３パターン考える 

中心発問：あなたが元さんの立場だったら、どのように対応しますか？ 

① 
弟思いの優しいお姉さんの気持ちを考えると、姉弟を動物園に入れてしまうかもしれな

い。一緒について行ってあげて、ゾウとキリンだけ見たら帰るようにすると思う。 

② 

私だったら、弟思いの優しいお姉さんの気持ちを考えながら、お姉さんに動物園には、
きまりがあることを優しく教えてあげたい。そして、動物園の割引券とかシールとかを
渡して、お母さんと一緒に来てねと伝えようと思う。しかし、実際に言うとなると難し
いと思う。泣かれたりしないか心配です。 

③ 

姉弟に保護者同伴でないと入れないことや開園時間があることなど、動物園のきまり
についてきちんと教えて、親と一緒に開園時間内に来てくださいと伝える。なぜそう考
えたかというと、例えば、閉園後に姉弟を入れて、それを見ていた別の人からも入れて
くださいとお願いされたら、入れないと不公平になるから断れないと思う。そうなると、
閉園時間のきまりの意味がなくなってしまうと思う。 

○「自分との関わりで考える」発問や問い返しを考える 

発  問：元さんの判断に賛成ですか？ 反対ですか？  
問い返し：なぜ、そのように考えたのですか？ 

規則に反して姉弟を入園させた元さんの判断に賛成か反対か問うことで、これまでの経験
や自身の判断基準を基にして自分との関わりで考えることができるようにする。また、その
理由を問い返すことで、より深めることができるようにする。 

○「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」発問や問い返しを考える 

問い返し：なぜ、そのような対応をするのか？ 
      他にどのような対応が考えられるだろうか？ 

人によって様々な対応があることや、同じ対応でも、違った道徳的価値から考えられてい
ることに気付くことができるようにするために、なぜそのような対応をするのか、理由を問
い返したり、他の対応を考えさせたりする。 

○「問題意識をもつ」、「人間としての生き方について考えを深める」発問や問い返しを考える 

発  問：法やきまりはなぜあるのでしょうか？（事前アンケート） 
法やきまりは、なぜ、あったほうがいいと思うのですか？ 
法やきまりはなぜあるのでしょうか？ それを破るとどのような問題が起こるの
でしょうか？ 
新たな気付きはありましたか？ 

■板書計画案 

 

 

 

 

 

 

記入例 発問づくりシートは、総合教育
セ ン タ ー W e b サ イ ト か ら
ダウンロードできます。 

●法やきまりはなぜあるの 
でしょうか？ 
それを破るとどのような 
問題が起こるのでしょうか？ 

第 15 回 二通の手紙 

○法やきまりはなぜ 
あるのでしょうか？ 

事前アンケートの生徒の意見 
・ 
・ 
・ 
・ 

生徒の意見 
・ 
・ 
・ 
・ 

元さんの判断に賛成か反対ですか？ 

賛成 反対 分からない 

問い返しからの発言 
問い返しからの発言 

問い返しからの発言 問い返しからの発言 

あなたが元さんの立場だったら、 

どのように対応しますか？ 

問い返しからの発言 問い返しからの発言 問い返しからの発言 

問い返しからの発言 問い返しからの発言 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 
ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 
ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 
ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 
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ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

入口 

はじめに 
投げかける 出口 

再度投げかける 



 



 

 

 

 

第３章 

 

～発問づくりシートを活用して～ 

 

P.22、23 で紹介した発問づくりシートを活用して、どのように授業づくりを行った

か紹介しています。また、実際に行った授業について、発問、問い返し等の工夫の実際

や生徒の姿などを中心に紹介しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

○一つの実践事例は、４ページで構成されています。 
 ・１ページ目には、発問づくりシートを活用した「教材研究」の概要がまとめてあ

ります。 
・２ページ目には、「授業プラン」として、中心発問の意図、授業展開の意図と

展開案を示しています。 
四つの学習活動の示し方は以下の通りです。 

 
問題意識をもつ･･･ 

    自分との関わりで考える･･･ 

    物事を広い視野から多面的・多角的に考える･･･ 

    人間としての生き方について考えを深める･･･ 
 

 ・展開案にある太字の「○基本発問 ◎中心発問 □問い返し」は、１ページ目に

ある発問や問い返しです。 
 

 ・３、４ページ目には、授業の実際をまとめました。特に工夫したことについて、

その詳細や授業での生徒の様子等を紹介しています。教師「Ｔ」と生徒「Ｓ」の

対話のうち、下線のある「Ｔ」（教師の言葉）は、工夫改善した発問や問い返し

です。また、（ ）にはその発問や問い返しがもつ意味が示してあります。（P.15

「●『発問』と『発問の構成』の例」参照）「本時の振り返りの様子」には、工

夫改善した手立てなどにより、生徒がどのようにねらいに迫ったかについてま

とめてあります。 

ページの見方 

 問題意識をもつ 

 自分との関わり 

 多面的・多角的 

 人間としての生き方 

四つの学習活動を工夫した授業の実践事例 
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１ 教材研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 材 名 第１学年  公平と不公平 

主  題 公平とは何か 

内容項目 C ―（11） 公正，公平，社会正義 

 ねらいに迫るための中心発問を考える 

①自分だけの基準で判断しないこと。 

②自分ではよいと思ってやっていたことが、相手にとっては嫌なことであったり迷惑

なことであったりすることがあると思う。好き嫌いや損得では判断せず、どちらの

ことも考えるようにすること。 

③多くの立場の人から意見を聞いて、それぞれの考え方や感じ方を理解すること。そ

してお互いに納得がいくような、気持ちのよい関わり合いをすること。 

中心発問に対して予想される生徒の反応を生徒の言葉で３パターン考える 

「あってよい違い」と「あってはならない違い」を考えるときに、大切なことは何
でしょうか？ 

 
 
   

「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」発問や問い返しを考える 

問い返し 
（「場面」についての最初の考えが、友達の意見を聞いて変わった生徒に対しての問い返し） 

なぜ、考えが変わったのですか？ 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

自分の考えが変化したときに、根拠を問う問い返しをすることで、
様々な立場や価値から事例について考えられるようにする。 

 
 
 

「自分との関わりで考える」発問や問い返しを考える 

発  問 
三つの場面はそれぞれ「あってよい違い」と「あってはならない違

い」の、どちらだと考えますか？ 

自分だったらどのように判断するか、自分が判断する基準はどのよ
うなことか、なぜそう考えたのか、など自分自身を見つめさせたり振
り返らせたりすることで、公平や不公平について自分との関わりで考
えられるようにする。 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

 
ねらい 

道徳的価値 

公平に接するとはどのようなことかについて考えることを通して、偏った
ものの見方や考え方をしないことの大切さを理解し、差別や偏見のない社会
を築こうとする態度を養う。 

正義と公正さを重んじる   誰に対しても公平に接する 

まずは教材の吟味から始めよう！ 



27 
 

２ 授業プラン 

 （１）中心発問の意図 

   生徒たちは生活の中で、つい不公平だと感じてしまうことがよくある。今回

の授業ではどのような場面や状況において、自己中心的な考え方や偏った見方

になってしまうのか、誰に対しても分け隔てなく接するために大切なことは何

かなどについて考えることができるようにする。そこで、三つの場面について

自分の意見と友達の意見を比較する。その後の中心発問では、「『あってよい違

い』と『あってはならない違い』を考えるときに、大切なことは何でしょうか？」

と問うことにした。 

 （２）授業展開の意図と展開案 
〇基本発問  ◎中心発問  □問い返し 

             学習活動 

導 

 

入 

１ 不公平とは何であるかを考える。 

 

○給食の配膳される量が人によって違ったら、公

平でしょうか？不公平でしょうか？ 

 

展 

 

 

開 

２ 資料から道徳的価値について考える。 
 
○三つの場面はそれぞれ「あってよい違い」と「あ

ってはならない違い」の、どちらだと考えます

か？ 

場面１ 

年齢の違いでお年玉の額が違うことについて 

場面２ 

障害があることによる優先入場について 

場面３ 

字が上手だという理由で、班長がＣさん一人

にまとめをお願いすることについて 
 
友達の発表を聞いて、自分の考えが変わった生徒に対して 

□なぜ、考えが変わったのですか？ 

 

◎「あってよい違い」と「あってはならない違い」

を考えるときに、大切なことは何でしょうか？ 

 

３ 今日の学習を振り返り、自分の考えをまとめる。 

 

○今日考えたことを振り返ってみよう。 

 

 

終 

 

末 

４ 教師の説話を聞く。                                                                                                                             

導入 

 不公平と感じる事例を示

して、公平と不公平の判断

基準の曖昧さや偏りに気付

かせることで、公平、不公平

について考えることができ

るような導入にした。 
 

展開 

 三つの場面について、自分

だったらどのように判断する

か考えることを通して公平や

不公平について自分との関わ

りで考えられるようにした。 

また、グループで考えや意

見を共有できる時間を設定し

たり、生徒に考えが変わった

根拠を問う問い返しをしたり

することで、公平や不公平に

ついて広い視野から多面的・

多角的に考えられるようにし

た。 

 

終末 

 公平か、不公平かで迷っ

た教師の経験について話す

ことで、さらに考えを深め

るようにした。                                                                                                                              

 問題意識をもつ 

 自分との関わり 

 多面的・多角的 

 人間としての生き方 
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３ 授業の実際Ⅰ（板書の工夫） 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネームカードを板書に貼っ

た後に、それぞれの考えや意

見を共有したことにより、

様々な考えがあることに気付

いた様子だった。その後、友達

の意見や考えを聞いて自分の

意見や考えが変わったらネー

ムカードを貼りかえるように

指示したところ、数名の生徒

がネームカードを貼りかえ

た。その生徒に「なぜ、考えが

変わったのですか？」と根拠

を問う問い返しをすると、自

己中心的な考えではなく、「Ｃ

さんが引き受けてくれるかど

うかも分からないから、一方

的にお願いするのはだめだと

思った」といった相手の立場

に立って考えることや相手に

お願いをする時に大切なこと

について具体的に考えた意見

が出された。 

アンケート結果 「あってよい違い」と「あってはならない違い」を考えるときに、大切ことは何か？ 

わからない あってはならない 
違い 

あってよい 
違い 

わからない 
あってよい 

違い 
あってはならない 

違い 

わからない あってよい 
違い 

あってはならない 
違い 

公正と公平 

板書計画案 

Ｔ ：字が上手だという理由で、班長がＣさん一人

にまとめをお願いすること。このことについ

てどう考えますか？ 

 

･･･板書にネームカードを貼った後･･･ 

 

【あってもよい違いの意見】 

Ｓ１：もし、Ｃさん以外の人の文字が汚くて読めな

い場合は、Ｃさん一人にお願いしてもしかた

がない。 

【あってはならない違いの意見】 

Ｓ２：まとめるのはみんなでやることなのに、字が

上手だからという理由だけでＣさんにまとめ

をお願いするのはおかしいのではないかな。 

【分からないの意見】 

Ｓ３：Ｃさんも引き受けてくれると言っていたり、

みんなもＣさんにお願いしたいと言っていた

りしたらいいと思うけれど、いいか悪いかは

分からない。 

 

Ｔ ：なるほどね。それぞれにいろいろな考えや意

見がありましたが、改めて考えてみて、ネー

ムカードを貼りかえてください。 

 

･･･ネームカードを貼り替え後･･･ 

 

Ｔ ：なぜ、考えが変わったのですか？（根拠を問

う問い返し） 

【分からない→あってはならないに変更】 

Ｓ４：みんなの話を聞いていると、Ｃさんが引き受

けてくれるかどうかも分からないから、一方
的にお願いするのはだめだと思いました。 

生徒の姿 

各場面について自分の考えを明確にしたり、友達との考えの違いを比較し

て考えを広げたり深めたりできるように、板書やネームカードの活用の仕方

を工夫した。 

場面１ 

場面２ 

場面３ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 
ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 

ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ ﾈｰﾑｶｰﾄﾞ 
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４ 授業の実際Ⅱ（ワークシートの活用） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の振り返りの様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の姿 

 授業の導入では、深く考える様子もなく判断していたが、様々な場面を考

える中で、自分と違った意見に出会ったり、同じ意見でも理由が違うことに

気付いたりすることで、正しいと思っていた自分の判断に対して迷いを感じ

ているのか、より深く考えている様子が伺えた。 

授業の振り返りでは、「人によって判断する基準が違うことが分かった」、

「まずは、相手の気持ちなどを考え、周りの人と話をしながら判断すること

も大切だと思った」、「公平か不公平かを考えるのは難しいなと思った。でも、

その人の気持ちになって考えることが大切だと気付いた」などがあり、公正、

公平について自分の考えを深めることができた。 

ワークシート 

それぞれの場面について、友達と様々

な考えや意見を共有した時に、自分の考

えが揺れ動いたり変化したりした軌跡

をワークシートに記すことで、考えの変

容を生徒自身で確認することができて

いた。 

板書と同じ様式のワークシートを使用し、場面ごとに自分の考えを整理した

り、判断したことを比較したりすることを通して、自分が判断するときに何を

大切にしているか考えられるように工夫した。 

自分の意見を黒板に貼って他者と比較する 

三つの場面での自分の考えの変容を確認する 
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１ 教材研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 材 名 第１学年  銀色のシャープペンシル 

主  題 心の弱さを乗り越えるために 

内容項目 D ―（22） よりよく生きる喜び 

 ねらいに迫るための中心発問を考える 

①これまでの自分を許せないから。 
②これまで人のせいにしながら自分をごまかしてきたことが嫌になってしまったから。

許してもらえるか分からないけれど、正直でありたいと思ったから。 
③このまま黙っていることもできるけれど、自分が悪いのに逆に謝られて、自分のだ

めなところを思い知ったから。このままだと友達と対等に付き合えなくなってしま
うだろうし、友達を裏切り続けることになってしまう。そのような生き方はしたく
ない、という強い気持ちから行動に移すことができたのだと思う。 

なぜ、今回は（卓也の家に向かって歩き出す）行動に移すことができたのでしょうか？ 

 
 
 
問い返し もし卓也から電話がなかったらどうしたと思いますか？ 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

心の弱さを乗り越えるときの心の状態を、条件を変えた問い返しを
通して、多面的・多角的に考えさせるようにする。 

 
 
 
発  問 なぜ、「ぼく」はこのような（シャープペンシルをとる）行動をとって

しまったのか、「ぼく」の立場から考えましょう。 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

主人公について投影的に考えさせることで、自分のこれまでの生活
経験と関連させながら、心の弱さについて自分との関わりで考えられ
るようにする。 

 
ねらい 

道徳的価値 

心の弱さと良心の間で葛藤する主人公に自分を重ね、弱さを乗り越えて人
間としてよりよく生きていこうとする態度を育む。 

人間の自らの弱さや醜さを克服する強さがあることを理解する 

まずは教材の吟味から始めよう！ 

  「問題意識をもつ」「人間としての生き方について考えを深める」発問や問い返しを考える 

・どのような時に自分の心の弱さを感じましたか？ 
・心の弱さを乗り越えるには、どのようなことが必要でしょうか？ 

中心発問に対して予想される生徒の反応を生徒の言葉で３パターン考える 

「自分との関わりで考える」発問や問い返しを考える 

「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」発問や問い返しを考える 
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２ 授業プラン 

 （１）中心発問の意図 

心の弱さは、自分だけではなく誰もがもっている。その心の弱さを乗り越

え、自分を奮い立たせることで目指す生き方に近付けるということに気付け

るようにするために、合唱コンクールの練習についての言動と卓也の家へ向

かって歩き出したときの行動の変化に注目させる。その上で、中心発問で「な

ぜ、今回は（卓也の家に向かって歩き出す）行動に移すことができたのでし

ょうか？」と問うことにした。 

 （２）授業展開の意図と展開案 
〇基本発問  ◎中心発問  □問い返し 

 学習活動 

事 
 

前 

主人公の行動について、どのようなところが問題
か考えながら教材を読むように指示する。また、心の
弱さについてのアンケートも事前に行う。 

導 
 
 

入 

１ 心の弱さを感じた時の経験を想起する。 
○どのような時に自分の心の弱さを感じましたか？ 
 
 
□なぜ、心の弱い部分が出てしまうのでしょうか？ 

展 
 
 

開 

２ 資料から道徳的価値について考える。 
○この話で「ぼく」の心の弱さを感じた場面はどこで

しょうか？ 
○なぜ、「ぼく」はこのような行動をとってしまった

のか、「ぼく」の立場から考えましょう。 
 
 
◎なぜ、今回は行動に移すことができたのでしょう

か？ 
□もし卓也から電話がなかったらどうしたと思いま

すか？ 
 
 
□自分の気持ちだけがすっきりすればよいのでしょ

うか？ 
□心の弱さを乗り越えられたのは、卓也のおかげと

いうことでしょうか？ 
□もし、このまま黙っていたら、「ぼく」はどのよう

な人になっていくのでしょうか？ 
 
３ 人間としての生き方について考える。 
〇心の弱さを乗り越えるには、どのようなことが必

要でしょうか？                                                                                                                             

終 
 

末 
４ 本時の振り返りを道徳ノートに書く。                                                                                                                             

導入 

 「人間の心の弱さ」に

ついて、自分の経験を振

り返る発問をすることに

より、本時で学ぶ道徳的

価値について問題意識を

もてるようにした。 

 

展開 

 主人公について投影的

に考えさせることで、自

分のこれまでの生活経験

と関連させ、自分との関

わりの中で考えさせた。 

中心発問について考え

を深めるために、条件を

変えた問い返しにより、

多面的・多角的に考えさ

せることで、本時のねら

いに迫ることができるよ

うにした。 

 

終末 

 本時の振り返りで道徳

ノートに書かせる時間を

十分に取り、自分との関

わりで考え、自己理解を

深められるようにした。 

 問題意識をもつ 

 自分との関わり 

 多面的・多角的 

 人間としての生き方 
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３ 授業の実際Ⅰ（アンケートの活用） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

こころの 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前に教材を読み、書かせておいたアンケートを活用することで、教材の

内容を想起させ、主人公のとった行動について考える時間を十分確保できる

ように工夫した。 

アンケート１を集約した結果を共有したことで、「心の弱さ」は誰もがもっ

ていることや、いろいろな心の弱さがあることを理解できた様子であった。 

また、アンケート２の質問と同じ発問をしたことで、事前に考えていた自

分の意見を基に発表し、友達と活発に意見交換することができた。自分の考

えた「心の弱さ」と主人公の「心の弱さ」をつなげて考えさせたことにより、

次の発問で主人公の立場から考える際にも、自分との関わりで考えることが

できていた。 

■アンケート 
１ 自分の「心の弱さ」を感じるのは、
どんなときですか？ 

 
 
 
 
 
 
２ 『銀色のシャープペンシル』を読
んで、「『ぼく』の心の弱さ」を感じ
たのはどの場面でしたか？ 

 
 
 

 

アンケート用紙 

１ 自分の「心の弱さ」を感じるのは、 
どんなときですか？ 

 
・みんなの意見に流される 
・正直に嫌だと言えない 
・面倒だと思ってやめてしまう 
・決めたことを守れない 
・嫌なことから逃げてしまう 
・すぐに落ち込んでしまう 
・すぐに腹を立ててしまう 
・すぐに否定してしまう 
・すぐにあきらめてしまう 
・すぐにキレる 
・勇気をもって発信できない 
・嘘をついてしまう 
・人のせいにする 
 

２ 『銀色のシャープペンシル』を読
んで、「『ぼく』の心の弱さ」を感じ
たのはどの場面でしたか？ 

 
・シャープペンシルをとってしまっ

た場面 
・合唱コンクールで最下位になった

ことを人のせいにした場面 
 

アンケート結果 

板書の様子 
生徒の姿 
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４ 授業の実際Ⅱ（中心発問から問い返しの工夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５ 本時の振り返りの様子 

 
 
 
 
 
 

 合唱コンクールのときの言動と卓也の家へ向かって歩き出したときの行動の

変化に注目させ、そこでの気持ちの変容を多面的・多角的に考えさせられるよ

うに、条件を変えた問い返しを意図的に行った。 

Ｔ ：今回はどうして謝りに行こうと行動

に移すことができたのか？気持ちが

どのように変わったのでしょうか？ 

Ｓ１：卓也が電話で謝ってきたから、本当

のことを言おうと思った。 

Ｔ ：なるほど。じゃあ、仮に電話が来な

かったとしたら、どうしていたと思

う？謝りに行ったのかな？（条件を

変えた問い返し） 

Ｓ１：行ってないと思います。 

Ｔ ：電話が来なかったら謝りに行かなか

ったと思う人？（挙手） 

Ｔ ：どうしてですか？（根拠を問う問い

返し） 

Ｓ２：やっぱり、謝る勇気が出ない。自分

が悪いことをしたのを認めたくない

から。 

Ｔ ：謝りに行ったと思う人？（挙手） 

Ｔ ：どうして電話が来なくても謝りに行

ったと思うの？（根拠を問う問い返

し） 

Ｓ３：ロッカーに返した時点で、自分が今回

は悪いと自分でも思っているから。電

話が来なくても、悪いのは分かってい

るから謝りに行くと思う。 

Ｔ ：反省しているから謝りに行ったとい

う人もいるし、電話がきっかけだと

いう人もいるね。他の考えは？ 

Ｓ４：自分が悪いことをしているのをごま

かさないようにしたいから、謝りに

行ったと思います。 

Ｓ５：正当化していた自分のずるさに気付い

たから、謝りに行ったと思います。 

中心発問の反応から、「仮に電話が

来なかったとしたら、どうしていたと

思う？謝りに行ったのかな？」と条件

を変えた問い返しをしてその理由を

尋ねたところ、心の弱さを乗り越えら

れない難しさに気付くことができた。  

また、仮に電話が来なかったとして

も謝りに行ったと考える生徒にも理

由を問い返したところ、「自分が悪い

ことを認めた上で謝りたい」、「自分を

ごまかさないようにしたい」など、心

の弱さを乗り越えようとする発言が

多く見られた。中心発問に対する生徒

の反応を基に条件を変えた問い返し

や、根拠を問う問い返しをしたこと

で、様々な考えや意見を共有し、ねら

いに向かって考えを深めていくこと

ができた場面であった。 

振り返りでは、「物語を通して改め

て自分の弱さにも気付くことができ

た。これからもたくさん失敗すること

があると思うけれど、常に正直でいら

れるようにしたい」などがあり、どの

ように生活をしていきたいか、具体的

に考えながら、よりよく生きる喜びに

ついて考えを深めることができた。 

生徒の姿 
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と 

 

１ 教材研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 材 名 第２学年  ゴール 

主  題 情報モラルと友情 

内容項目 B ―（８） 友情，信頼 

 ねらいに迫るための中心発問を考える 

①早退したリカに、「どうしたの？」と声をかける。 

②試合に負けたら気分はよくないし、ミスをした人のせいにしたい気持ちも分かるが、

SNS で人を責めるのは、よくないと話をする。 

③試合後はこれまで以上にコミュニケーションを取って、どんなことでも話せるよう

な雰囲気を作れるようにする。何か雰囲気がおかしいと思ったら声を掛けたり、ミー

ティングをしたりするようにする。 

あなたがチームの一員だったら、どのような行動をしますか？ 

この話の一番の問題となる場面はどこでしょうか？ 

「自分との関わりで考える」発問や問い返しを考える 

発  問 

自分の経験や普段の学校での友達との生活を基に、問題点は何かに
ついて考えさせることで、自分との関わりで考えることができるよう
にする。 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

 
 
 

「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」発問や問い返しを考える 

問い返し 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

（中心発問についての問い返し） 
なぜ、そのようにできなかったのでしょうか？ 

 「あなたがチームの一員だったら」と投影的に問うことで、これま
での自分を振り返りながら考えられるようにし、本当にできるかと問
い返すことで、人間の弱さに気付き、よりよい対応について考えるこ
とができるようにする。 

 

・友達との関わり合いについてどのようなことを考えましたか？ 

 
ねらい 

道徳的価値 

感情的なすれ違いを乗り越えながら真の友情を築こうとする主人公たちの姿
を通して、共に励まし合い、高め合って友情を深めようとする心情を育てる。 

互いに励まし合い，高め合う 

まずは教材の吟味から始めよう！ 

中心発問に対して予想される生徒の反応を生徒の言葉で３パターン考える 

 「問題意識をもつ」「人間としての生き方について考えを深める」発問や問い返しを考える 
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２ 授業プラン 

 （１）中心発問の意図 

   中学生の時期は、心から信頼できる友達を求めて、友達への期待も強まる

と同時に、友達との関係に時に悩み、友達であるからこそ意見がぶつかるこ

ともある。友情は、互いの特徴や個性を尊重し、互いに支え、競い合い、高

め合うことによって深まる。問題と思われる場面において自分との関わり

で考えられるように、中心発問では、「あなたがチームの一員だったら、ど

のような行動をしますか？」と問うことにした。 

 （２）授業展開の意図と展開案 

〇基本発問  ◎中心発問  □問い返し 
             学習活動 

事 
 

前 

登場人物の友達との関わり方について、どのよ
うなところが問題かを考えながら教材を読むよう
に指示する。また、友達に関するアンケートも事
前に行う。 

導 
 
 

入 

１ 教材を読んで、教材のどの場面のどのような
出来事が問題なのか話し合う。 

 
〇この教材を読んで問題だと思った場面はありま

すか？ 
 

展 
 
 

開 

２ 資料から道徳的価値について考える。 
 
〇５人の中の誰か一人だけが悪かったのでしょう

か？ 
□SNS をやること自体も悪いのでしょうか？ 
 
○この話の一番の問題となる場面はどこでしょう

か？ 
 
 
◎あなたがチームの一員だったら、どのような行

動をしますか？ 
 
□なぜ、そのようにできなかったのでしょうか？ 
 
 
３ 本時の学習について、何をどのように考えた

か振り返る。 
 
○友達との関わり合いについてどのようなことを

考えましたか？ 
 

終 
 

末 
４ 教師の説話を聞く。                                                                                                                             

導入 

 教材を読んで問題と感じ

た場面や友達についてのア

ンケート結果を共有するこ

とで本時のねらいとする

「友情」について、問題意識

をもてるようにした。 
 
展開 

問題となる場面において、

学校生活での友達との関わり

を基に、どの場面が問題か自

分との関わりで考えられるよ

うにした。それを踏まえ、あ

なたがチームの一員だったら

どのような行動をするか投影

的に発問をすることで、ねら

いに迫れるようにした。 

また、中心発問から「なぜ

できなかったのか」、「よりよ

くするためにどうすればよい

のか」、「本当にできるのか」

など問い返すことで、様々な

考えがあることや人間の弱さ

に気付かせながら、多面的・

多角的に考えを深められるよ

うにした。 

 

終末 

 友達との関わり合いに関

する教師の経験ついて話す

ことで、さらに考えを深め

られるようにした。                                                                                                                              

 問題意識をもつ 

 自分との関わり 

 多面的・多角的 

 人間としての生き方 
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３ 授業の実際Ⅰ（問い返しの工夫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材の中の何が問題であったと感じ

たか、グループで共有する場面では、

登場人物の様々な言動が挙げられ、き

っかけはあるけれども誰か一人の言動

が原因ではないことを確認していた。 

その後、「この話の一番の問題となる

場面はどこでしょうか？」、「リカだけ

が悪いのでしょうか？」と問う中で

SNS の使い方についての考えが出され

た。「もし、SNS が無ければ問題になら

なかったのでしょうか？」と条件を変

えた問い返しや「SNS をやること自体

も悪いのでしょうか？」と批判的に問

う問い返しを行ったことで、SNS の使

い方に問題があるのではないかという

情報モラルに関わる意見が出された。

SNS や友達との関わりは、生徒にとっ

て身近な問題であるため、自分事とし

て問題意識をもって考えている様子だ

った。 

･･･グループで共有した後･･･ 

 

Ｔ ：この話の一番の問題となる場

面はどこでしょうか？ 

Ｓ１：「この前の試合は、リカのせい

で負けたようなものなのに。」

と言ったところ。 

Ｔ ：リカだけが悪いのでしょうか？ 

Ｓ２：そうではないと思う･･･。 

Ｓ３：樹里はリカの味方になってい

たから悪くないと思う。 

Ｓ４：悪くないのにリカの味方にな

ったから、一緒に仲間はずれ

にされたのだと思う。 

Ｓ５：二人のせいにしようとしたか

ら、SNS で三人用グループを

作ったと思う。 

Ｔ ：SNS の何が問題だったのでし

ょうか？ 

Ｓ６：三人用のグループを作ったこ

と。 

Ｓ７：三人用のグループを作れば、

仲間外れみたいにして、陰口

を言っても気付かれないし、

いいと思ったのではないか

な。 

Ｔ ：もし、SNS が無ければ問題に

ならなかったのでしょうか？ 

（条件を変えた問い返し） 

Ｓ８：SNS が無くても、陰でいろい

ろ言うと思う。 

Ｔ ：SNS をやること自体も悪いの

でしょうか？ 

（批判的に問う問い返し） 

Ｓ９：SNS は便利だと思うけど、使

い方が悪いんだと思う。 

 事前に教材を自分で読ませ、問題と思われるところに線を引かせておくよう

にした。導入の場面では、教材のどの場面を問題と感じたか、グループで話し

合い、クラス全体で共有するとともに、問い返しを行うことで登場人物の言動

の何が問題なのか、考えられるようにした。 

グループでの話合い 

生徒の姿 
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４ 授業の実際Ⅱ（中心発問から問い返しの工夫） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
５ 本時の振り返りの様子 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

「もし、あなたがその状況だった

ら、直接話をしたり伝えたりすること

はできますか？」と投影的な問い返し

をすると、「そういうことは許せない

から、はっきり言った方がいいんだ

よ。自分ははっきり言う」、「きちんと

伝える」という発言が多かったが、さ

らに教師が「直接言ったら、チームが

崩壊しちゃうのではないの？」という

条件を変えた問い返しをしたところ、

「私はできない」などの発言があっ

た。 

「伝えることが正しいこと」と理解

はしているが、自分事として考えた時

には、不安や心配なこともあると気付

き、伝えることの難しさを感じること

ができる場面であった。 

Ｔ ：あなたがチームの一員だった

ら、どのような行動をします

か？（投影的な発問） 

Ｓ１：練習を３対２に分けてしまっ

たのが問題だと思うから、一

緒に練習する。 

Ｓ２：SNS で別のグループを作って

悪口を載せるのは、だめなの

ではないかな。そういうこと

はしてはいけない。 

Ｓ３：SNS で言ったりしないで、直

接話をすればいいのに。 

Ｔ ：もし、あなたがその状況だっ

たら、直接話をしたり伝えた

りすることはできますか？ 

（投影的な問い返し） 

Ｓ４：そういうことは許せないから、

はっきり言った方がいいんだ

よ。自分は、はっきり言う。 

Ｓ５：きちんと伝える。 

Ｔ ：直接言ったら、チームが崩壊

しちゃうのではないの？ 

（条件を変えた問い返し） 

Ｓ ：・・・。 

Ｓ６：私はできないと思う。 

Ｔ ：なぜできないと考えたの？ 

（根拠を問う問い返し） 

Ｓ６：言いづらい。 

Ｓ７：言ったら自分が仲間はずれにさ 

れちゃうかもしれないから。 

Ｓ８：キャプテンに悪いなと遠慮し 

てしまうから。 

導入では、友情について「仲がよ

い」、「助け合う」、「本音が言える」の

が友情と思っていたが、振り返りで

は、「友達との関わり方について具体

的にどうすればいいのか難しかっ

た」、「すれ違うこともあるが、互いに

相手の立場を考えることが大切」な

ど、友情の在り方について考えを深め

ている様子が見られた。 

 中心発問で「あなたがチームの一員だったら、どのような行動をします

か？」と考えさせたり、「なぜ、そのようにできなかったか」と問い返したり

することで、よりよい行動をしようという思いはあるが、実際に行動に移す

ことの困難さや、困難である理由について考えられるようにした。 

生徒の姿 
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１ 教材研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 材 名 第２学年  コトコの涙 

主  題 わかり合うこと 

内容項目 B ―（９） 相互理解，寛容 

 ねらいに迫るための中心発問を考える 

①笹岡さんをそっと見守りながら、笹岡さんの気持ちを考えて接すると思う。 

②会う度にあいさつをしたり声をかけたりしながら、コミュニケーションをとるよう

に心掛けて、話ができるようにすると思う。 

③笹岡さんがこれまでどのような生き方をしてきたかいろいろな人から聞いて、笹岡

さんの気持ちを理解できるようにすると思う。そして、笹岡さんの気持ちに少しず

つ寄り添いながら接していくのではないかと思う。 

コトコは、今後、笹岡さんにどのように接すると思いますか？ 

 
 
 

「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」発問や問い返しを考える 

問い返し 
（中心発問についての問い返し） 
なぜ、そのように接すると思いましたか？ 
話しかけるだけが関わり方なのでしょうか？ 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

コトコがどのように接していくかについて、笹岡さんの立場に思い
を馳せ、根拠を考えながらグループで意見を交流することを通して、
人との関わり方について多面的・多角的に捉えられるようにする。 

 
 
 

「自分との関わりで考える」発問や問い返しを考える 

問い返し 
もし、教室で一人にして欲しいと思っている人がいて、その人が一

人ぼっちでいたら、みんなはどうしますか？そのままにしておきます
か？ 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

笹岡さんの対応について自分に投影して考えることにより、自分と
の関わりで笹岡さんの思いを考えられるようにする。 

 

・いろいろな立場の人と分かり合うようになるために大切なことは何だと思いますか？ 

 
ねらい 

道徳的価値 

コトコと笹岡さんとの関わりを通して、人には様々な考え方があることを
理解し、自分の考えを伝えつつ、分かり合い、他に学ぼうとする謙虚な態度
を育てる。 

それぞれの個性や立場を尊重する 
いろいろなものの見方や考え方があることを理解する 

まずは教材の吟味から始めよう！ 

中心発問に対して予想される生徒の反応を生徒の言葉で３パターン考える 

 「問題意識をもつ」「人間としての生き方について考えを深める」発問や問い返しを考える 
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２ 授業プラン 

 （１）中心発問の意図 

   自分の考えや意見を伝えることは、人間関係を築く上で欠かすことがで

きないことである。生徒が様々な人と関わるときには、自分の考えや意見を

伝えることやお互いの個性や立場を尊重することが大切であることに気付

かせたい。笹岡さんの立場に思いを馳せながら、どのような人間関係を築い

たらよいか考えることで、人には様々な考え方があることに気付くことが

できるようにしたい。そこで、中心発問では、「コトコは、今後、笹岡さん

にどのように接すると思いますか？」と問うことにした。 

 （２）授業展開の意図と展開案 

〇基本発問  ◎中心発問  □問い返し 
 学習活動 

事 
 

前 

登場人物の友達との関わり方や笹岡さんとの関
わりについて、どのようなところが問題か考えな
がら教材を読むように指示する。 

導 
 
 

入 

１ 事前に教材を読んだ時に、問題だと感じたこ
とについて質問する。 

 
○コトコもマサシも悪いことをしたのでしょうか？ 
 

 
２ 教師による『コトコの涙』の範読を聞き、主

な登場人物や出来事を整理する。 

展 
 
 

開 

３ 資料から道徳的価値について考える。 
○コトコの対応についてどう思いますか？ 
○笹岡さんは、どのような思いで生活をしている

と思いますか？ 
 
□もし、教室で一人にして欲しいと思っている人

がいて、その人が一人ぼっちでいたら、みんな
はどうしますか？そのままにしておきますか？ 

 

 
◎コトコは、今後、笹岡さんにどのように接する

と思いますか？ 
 
□なぜ、そのように接すると思いましたか？ 
 

                                                                                                                             
４ 「分かり合うこと」について自分の考えを深

める。 
 
〇いろいろな立場の人と分かり合うようになるた

めに大切なことは何だと思いますか？ 
 

終 
 

末 
５ 教師の説話を聞く。                                                                                                                             

導入 

 ねらいに迫れるように、

登場人物の関係性とあらす

じについて整理すること

で、コトコと笹岡さんの関

わりについて焦点化できる

ようにした。 

 

展開 

中心発問について考えを

深めるために、まず笹岡さ

んの立場を考えさせるよう

にした。その際、自分との関

わりで考えられるように、

問い返しを行うことにし

た。その上で、笹岡さんへの

接し方について考え、その

根拠を問い返し、本時のね

らいに迫れるようにした。 

また、中心発問について

一人一人が発言できるよう

に、三人組のグループで話

し合うことにした。 

 

終末 

 分かり合うことの難しさ

を感じた教師の経験を話す

ことで、さらに考えを深め

られるようにした。                                                                                                                              

 問題意識をもつ 

 自分との関わり 

 多面的・多角的 

 人間としての生き方 
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３ 授業の実際Ⅰ（問い返しの工夫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 笹岡さんの置かれている状況や心情、これまでの生き方を考えることを通

して、よりよい関わり合い方や分かり合うためにどうすればいいのかについ

て考えを深められるようにした。その際「学級に一人でいる友達がいたらど

うするか」という条件を変えた問い返しをすることで、自分との関わりで考

えることができるようにした。 

Ｔ ：笹岡さんは、どのような思いで
生活をしているのだろうか？ 

Ｓ１：外を見ているっていうことは、
何かを思い出しているような感
じで、ぼうっとしているんじゃ
ないかな。 

Ｓ２：誘いを断りたくて、知らないふ
りをしたのではないと思う。昔
は大工の棟梁だったから、その
時のプライドとか、いろいろな
気持ちがあるのではないかな。
「水槽を見ましょう」って言わ
れてもね。見たければ見る。 

Ｓ３：なるほどね。もしかしたら老人
ホームに好きで入っているので
はないのかもしれない。老人ホ
ームに入らされて悔しかったの
かな。 

Ｓ２：そうだね、悔しいかもしれない
ね。 

Ｓ３：急におじいさん扱いされて、そ
したら今度は、子ども扱いされ
て。 

Ｓ２：老人ホームって、やることがなく
て、一日の時間がとても長く感じ
るのではないかな。いつまで続く
んだろうって。前みたいに仕事を
したいとか、いろいろ思い出して
いるのではないかな。 

Ｓ１：一人にして欲しかったんだよ。 
Ｔ ：なるほど。もし、教室で一人にし

て欲しいと思っている人がいて、
その人が一人ぼっちでいたらみん
なはどうするの？そのままにして
おく？（条件を変えた問い返し） 

Ｓ１：いいや。 
Ｓ２：仲間はずれみたいになっちゃう

から、話しかけたりする。 
Ｓ３：みんなで囲んじゃう。 
Ｓ４：そっとしておいて欲しい時もある

よ。 

初めは、「笹岡さんは話をしない頑固

そうなおじいさん」というイメージで

しかなかったが、改めて笹岡さんにつ

いて考えることができるように発問を

すると、笹岡さんの態度の理由につい

て、様々な考えや意見が出された。そ

こで、笹岡さんの置かれている立場や

気持ちを具体的に考え、「そっとして

おいて欲しいんだよ。一人にして欲し

かったんだよ」などと、その時の笹岡

さんの心情に寄り添った発言をして

いた。 

その考えを生かして「もし、教室で

一人にして欲しいと思っている人がい

て、その人が一人ぼっちでいたらみんな

はどうするの？そのままにしておく？」

と、生徒の身近な場面での出来事のよう

に条件を変えて問い返しをしたところ、

まずは「話しかける」という考えが多く

出された。相互理解では、まずは相手の

立場を理解しながら、自分の思いを伝え

ることが大切であるということに改め

て気付くことができた場面であった。 

生徒の姿 

板書の様子 
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４ 授業の実際Ⅱ（中心発問から問い返しの工夫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

５ 本時の振り返りの様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 分かり合うことの難しさや、分かり合うためにはどうすればいいのかについ

て、三人組のグループを設定し、グループでの話合い活動を生かして考えるこ
とができるようにした。 

グループで話し合う時間を十分に

確保することで、一人一人が考えたこ

とについて、活発な意見交換をするこ

とができた。その中で、感じ方に様々

な違いがあることが分かり、関わるこ

との難しさや、お互いに共感すること

の大切さについて考えていた。 

さらに、自分だったらこうするな

ど、自分との関わりや様々な視点から

考えながら、具体的にどのように接す

ることがよいのか意見交換する姿も

見られた。 

 グループでの話合いの際に使用し

たワークシートには、互いに分かり合

うために大切なこととして、「お互い

の立場に立って考える」、「お互いを理

解する」、「コミュニケーションをと

る」などと書かれていた。 

 また、授業の振り返りでは、「距離感

や価値観は人によって違うから、相手

を知って尊重することが大切」、「相手

の感情を大切にしながら接することが

大切」、「優しそうに接していても、相

手にとっては見下しているように感じ

ることもあるという意見に納得した」

などと書かれており、相互理解につい

て考えが深まったことが捉えられた。 

Ｔ ：コトコは、今後、笹岡さんにどのよ
うに接すると思いますか？ 

 
･･･グループでの話合い･･･ 

Ｓ１：優しさはあるけれど、大人に対して
の優しさで接するのかな。 

Ｓ２：大人に対しての優しさって？ 
Ｓ１：普通よりもちょっと丁寧な感じで、

優しさが増している感じ･･･。 
Ｓ２：気持ち的に。大人として扱うみたい

な？子ども扱いではなくて、これま
で長い間生きてきた立派な大人とし
て扱うみたいな感じ。 

Ｔ ：なぜ、そのように接すると思いまし
たか？（根拠を問う問い返し） 

Ｓ１：その人のこれまでの人生を大切にす
るというか。尊重するというか。 

Ｓ３：そのためには、普段は話しかけない
でこういうときだけ話しかけてもダ
メだと思う。 

Ｓ２：うんうん。 
Ｓ１：なるほど。私もコミュニケーション

能力ないんだよな。難しいよね。 
Ｓ３：分かる～。 
 
Ｔ ：いろいろな立場の人と分かり合うよ

うになるために大切なことは何だと
思いますか？ 

 
･･･グループでの話合い･･･ 

Ｓ１：思いやりの気持ちは大切だけれども
自己満足に走らない。 

Ｓ２：あ、そうだね。 
Ｓ１：だってさ、自己満足に走ったら終わ

りだよ。 
Ｓ２：そうだよね。 
Ｓ３：私はあまり話さなくてもちょっと話

をしてみて、無視されたら様子をみ
て、みたいな･･･。距離を置く･･･。 

Ｓ２：距離って大切だよね。 
Ｓ１：距離感っていうのかな。 
Ｓ３：そうそう。 
Ｓ２：距離感ってみんな一緒かな？ 
Ｓ１：違うかな？違うよね？ 
Ｓ３：違うね。ぐいぐい来られてもね･･･。 
Ｓ２：気さくに明るく話しかけたり、平等

な立場として認めて話したり･･･。 
Ｓ１：話しやすい空間をつくるとかさ･･･。 
Ｓ２：そういうのも大切だよね。 

生徒の姿 
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１ 教材研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 材 名 第３学年  背筋をのばして 

主  題 家族の支えがあるから 

内容項目 C ―（14） 家族愛，家庭生活の充実 

 ねらいに迫るための中心発問を吟味する 

①デザイナーの夢を叶えると思う。 

②両親の期待に応えられるように努力して自分の夢を叶えると思う。父のように真面

目にこつこつと仕事をしていくと思う。 

③たとえ自分の夢が叶わなかったとしても、努力をしながら進んでいくと思う。そう

することが父母への恩返しにもなると思うし、家族の一員として父母を支えること

にもつながるのではないかなと思う。 

 
 
 

千里は今後どのような思いで生きていくと思いますか？ 

発  問 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

 
 
 
発  問 

千里が「デザイナーになる夢」を家族に言い出せなかったのはなぜ
でしょうか？ 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

家族だから遠慮して気を遣って言えないことや、家族だから思いを
はっきり言って傷つけてしまったことなど、生徒自身と保護者との関
係を想起させながら、千里の思いに寄り添って考えられるようにす
る。 

 

・家族の一員として自分ができることは何でしょうか？ 

 
ねらい 

道徳的価値 

敬愛する両親の思いを受け止めつつも自分の夢に向かう主人公の姿を通
して、父母を敬愛し、家族の一員としての自覚をもち、よりよい家庭生活
を築こうとする心情を育てる。 

父母を敬愛する   家族の一員としての自覚をもつ 

まずは教材の吟味から始めよう！ 

中心発問に対して予想される生徒の反応を生徒の言葉で３パターン考える 

「自分との関わりで考える」発問や問い返しを考える 

「好きにしなさい」という発言をしたとき父親はどのような気持
ちだったでしょうか？ 

子どもが巣立っていくのを寂しく思う反面、子供の自立を嬉しい
と思う気持ちがあるなど、父親の立場に立って考えることにより、親
の子どもに対する気持ちを多面的・多角的に捉えられるようにする。 

「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」発問や問い返しを考える 

 「問題意識をもつ」「人間としての生き方について考えを深める」発問や問い返しを考える 
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２ 授業プラン 

 （１）中心発問の意図 

中学生の時期は自我意識が強まる時でもある。家族関係を子どもの視点だ

けでなく、娘を送り出す父親の立場になって考えることで、深い愛情をもっ

て育てられていることに気付かせたい。父母を敬愛する気持ちを大切にしな

がら、家族の一員として、自分はどのような役割を果たせばよいかについて

考えさせるために、中心発問では、「千里は今後どのような思いで生きてい

くと思いますか？」と問うことにした。 

 （２）授業展開の意図と展開 

〇基本発問  ◎中心発問  □問い返し 
             学習活動 

事 
 

前 

家族との関わり方や家族の支えを感じているこ
とはどんなことかを考えながら、教材を読むよう
に指示する。 

導 
 
 

入 

１ 自分と家族の関わりについて考える。 
〇３年生になった今、家族の支えを感じることは

ありますか？ 
□あなたが家族を支えるために、今、何かしてい

ることはありますか？ 
 

展 
 
 

開 

２ 資料から道徳的価値について考える。 
 
〇千里が「デザイナーになる夢」を家族に言い出

せなかったのはなぜでしょうか？ 

 
□あなただったら言えますか？ 
 
○「好きにしなさい」という発言をしたとき父親

はどのような気持ちだったでしょうか？ 
 

 
□どんな気持ちで父親はジャケットにアイロンを

かけているのでしょうか？ 
 
◎千里は今後どのような思いで生きていくと思い

ますか？ 
□もし、夢を実現できなかったら親の期待に応え

たことにならないのでしょうか？ 
 
○家族の一員として自分ができることは何でしょ

うか？ 

 
３ 本時の学習について、何をどのように考えた

かについて振り返る。 
 
○家族との関わり合いについて、どのようなこと

を考えましたか？ 
終 
 

末 
４ 今日の授業で考えたことを発表する。                                                                                                                              

導入 

 「家族を支えるために、

今、何かしていることはあ

りますか」と聞くことで、家

族に支えられているだけで

なく、家族の一員としての

自覚について問題意識をも

たせた。 
 

展開 

 千里の心情を考えさせる

だけではなく、親の立場か

ら考えることも大切である

ことから、父親の言動の背

景を考えさせることを通し

て、家族の関係について多

面的・多角的に捉えられる

ようにした。その際、父親の

心情の変化と千里の心情を

対比した板書構成にするこ

とで、千里の今後の生き方

についても考えられるよう

にした。 

 

終末 

 発表を通して友達の意見

を聞くことで、家族の一員と

しての自分の在り方について

考えが深まるようにした。                                                                                                                              

 問題意識をもつ 

 自分との関わり 

 多面的・多角的 

 人間としての生き方 
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３ 授業の実際Ⅰ（問い返しの工夫） 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ ：千里が「デザイナーになる夢」

を家族に言い出せなかったの

はなぜでしょうか？ 

 

Ｓ１：親の期待がわかっていたから

言い出せなかった。 

Ｓ２：自分から言うと、父を傷つけ

てしまうから。 

Ｓ３：小さい頃に父の仕事を「将来

の夢」と言っていたから。 

 

Ｔ ：あなただったら言えますか？

（投影的な問い返し） 

 

Ｓ４：…言えないかな。 

 

Ｔ ：何で言えないのでしょうか？

（根拠を問う問い返し） 

 

Ｓ４：親の期待を裏切るわけにはい

かない。 

Ｓ５：親を悲しませたくないから。 

Ｓ６：自分に自信がないから。 

中学三年生で進路選択について考え

始めた時期であり、千里に共感しやす

いのではないかと考え、「千里が『デザ

イナーになる夢』を家族に言い出せな

かったのはなぜでしょうか？」と投げ

かけた。すると、「親の期待が分かって

いたから言い出せなかった」、「自分か

ら言うと、父を傷つけてしまうから」

など親を気遣うような発言があった。 

続いて「あなただったら言えます

か？」と投影的な問い返しや、「何で言

えないのでしょうか？」と根拠を問う

問い返しを意図的に行うと、自分の家

庭を想起したり、千里の立場を自分事

として考えたりする姿が見られた。 

生徒が共感しやすい千里の心情について考えさせた後、「あなただったら言え

ますか？」と投影的に問い返すなど、自分との関わりで考えを深められるよう
に問い返しの工夫をした。 

黒板に千里の幼少期の挿絵を掲示する 三人組のグループでの話合い 

生徒の姿 
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４ 授業の実際Ⅱ（板書の構成と問い返しの工夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊導入時には、左から右に向かって順に、時間の経過と共に変化した千里の将

来の夢や、父親の気持ちの変化を板書に示した。また、千里と父親の思いや

考えを板書の上下に分けて書くことで、すれ違いがあることを対比して捉え

られるようにした。 

❷家族の一員としての今後の千里の生き方について考える際に、「千里が夢を

叶えることが父親の気持ちに応えることだ」といった考えが多く挙げられた。

そこで、「もし、夢を実現できなかったら親の期待に応えたことにはならな

いのか？」と問い返しをすることで、「たとえ夢が叶わなくても、頑張って

努力したことは、十分期待に応えたことなのでは」など、家族の一員として

の在り方について考えることに繋げられるようにした。 

 
 
 

 
  

５ 本時の振り返りの様子 

 

 

 

 

授業の導入で、「あなたが家族を支えるために、今、何かしていることはあ
りますか？」について考えたときには、具体的な意見は出ず、家族からは支
えられているが家族を支えているという意識が薄い感じであった。 

授業の振り返りでは、教材の内容を自分事と捉えた上で、具体的に自分の
将来のことを考えていた。「親は頑張っている自分を信用しているから大丈
夫」、「親は、もっと大きな心で支えてくれていると思うから、疲れたら家族
の元へ帰ってもいい」など、夢を叶えることだけが家族の一員としてできる
ことではなく、温かい信頼関係や愛情によって互いが深い絆で繋がっている
ことが大切だということに気付くことができた。 

背筋をのばして 

ジャケットにアイロンをかける父の気持ち 

家族の一員として自分ができることは

何でしょうか？ 

もし、夢を実現できなかったら親の期

待に応えたことにならないのか？ 
 
・そうではない 
・千里の夢が叶わなくても、頑張って努力し

ていたことで、十分に応えている 
・一生懸命にやったことで、親も信用してく

れていると思う 
・親は、もっと大きな心で支えてくれている

から、疲れたら家族ものとへ帰っても大丈
夫 

・やりたいことに努力して進む千里を応援し
ている 

・いつでも帰ってきなさい 
・今からでもクリーニング屋を継いでもいい

んだよ 

～好きにしなさい 

クリーニング屋 → デザイナー 

・クリーニング屋になることを親も知っている 
・本当にやりたいことなの？ 
・期待しているのを知っていた 

 

・やってほしい  失望 
・選択させた 
・夢を押し付けてしまったかな 
・娘の夢を大切にしたい 
・娘は成長したな 
 

 

葛藤 

・夢を叶える→父への感謝の気持ち 

・背筋を伸ばして仕事をしていく 

→父からもらった思い 

・最後までやり遂げる→父の期待に応える 

・あきらめずに頑張っていく 

・前向きになれるように 
・直接頑張れというのは恥ずかしい 
・ありのままの自分でいいんだよ 
・娘の気持ちを応援している 
・自分で決めた道を進みなさい 
・しっかり！頑張りなさい  

➊ 

❷ 

千里と父の気持ちの変容と、千里と父の気持ちのすれ違いを時系列で捉え、比較

しながら中心発問を考えることができるように、板書の構成を工夫した。また、「も

し、夢が叶わなかったら…」と問い返すことで、考えを深められるようにした。 

今後、千里はどのような思いで生きていくのか 

板書の様子 

生徒の姿 「親の後を継いで寿司屋になるか迷っているが、自分の

好きな料理を勉強することで、将来、親に恩返しをしたい。」

など、自分の家族を想起しながら、家族の一員としての今

後の自分の在り方について考えている姿が見られた。 
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１ 教材研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 材 名 第３学年  好きな仕事か安定かなやんでいる 

主  題 将来の自分を見つめて 

内容項目 C ―（13） 勤労 

 ねらいに迫るための中心発問を吟味する 

①自分のやりたいこと、給料やお金のことを大切にした方がよいと思う。 
②職業を選択するときに大切なことは、社会の中で自分の個性を生かせるような職業

に就くことだと思う。仕事は社会になくてはならないものであり、人々の生活に必
要不可欠なものだと気付いた。 

③どんな仕事でも、社会のため人のためになっているのであれば、自分ができること
や得意なことなど、自分の個性を生かせる仕事をしたいと思う。自分がやりたいこ
とやお金のことなども大切だが、働くことのよさを大切にしながら考えたほうがよ
いと思う。 

将来、職業を選択するときに、大切なことはどのようなことでしょうか？ 

 
 
 
発  問 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄさんの意見の中で、自分の考えに近いのは誰の意見

ですか。また、それはどのようなところでしょうか？ 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

「Ａ 心が望む方向へ」、「Ｂ 現実的な生き方」、「Ｃ やり直しがで
きる」、「Ｄ 理想と現実でなやんでいる」というそれぞれの立場を参考
にして、今の自分の考えに近い意見はどれかを考えさせる。 

 
 
 
発  問 働く上で大切なことを知っていれば、仕事を選択するときは悩まな

いで決めることができるでしょうか？ 

生徒に 
考えさせ 
たいこと 

CM 動画を見て働く上で大切なことを考え、自分の幸福を追求する
面や社会を支える面などの職業選択の価値について、自分との関わり
で考えさせる。 

 
・自分が大切にしたいことを三つ選び、優先順位をつけましょう。その理由や、その
条件に合う職業も考えてみましょう。 

 
ねらい 

道徳的価値 

職業選択に関する様々な立場からの意見について考え、勤労の尊さや意義
を理解するとともに、将来の生き方について考えを深め、充実した生き方を
追求し実現しようとする心情を育てる。 

勤労の尊さや意義を理解する 将来の生き方について考えを深める 

まずは教材の吟味から始めよう！ 

中心発問に対して予想される生徒の反応を生徒の言葉で３パターン考える 

「自分との関わりで考える」発問や問い返しを考える 

「物事を広い視野から多面的・多角的に考える」発問や問い返しを考える 

 「問題意識をもつ」「人間としての生き方について考えを深める」発問や問い返しを考える 
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２ 授業プラン 

 （１）中心発問の意図 

勤労には、自分の幸福を追求し収入を得るために働く、家庭の生活を維持

するために働く、社会のために貢献する、社会の中で自分の役割を果たして

いく等、様々な意味がありどれも重要である。生徒が勤労の尊さや意義を理

解し、将来、職業に対してどのような意味を求めるか考えを深められるよう

にしたい。そこで、教材で示された４人の職業選択に対する意見を基に、多

様な考え方を共有した上で、中心発問では、「将来、職業を選択するときに、

大切なことはどのようなことでしょうか？」と問うことにした。 

 （２）授業展開の意図と展開案 

〇基本発問  ◎中心発問  □問い返し 
             学習活動 

導 
 
 

入 

１ 「働く上で大切なこと」について考える。 

 

○昨年行った職業体験学習はどうでしたか？働く

上でどのようなことが大切なのでしょうか？ 

（企業ＣＭの動画を３本視聴する） 

 

□働く上で大切なことを理解していれば、仕事を

選択するときは悩まないで決めることができる

でしょうか？ 

 

展 
 
 

開 

２ 資料から道徳的価値について考える。 

 

○Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄさんの意見の中で、自分の考え

に近いのは誰の意見ですか。また、それはどの

ようなところでしょうか？ 

 

□やりたくない仕事に就いても、続けることはで

きますか？ 

 

◎将来、職業を選択するときに、大切なことはど

のようなことでしょうか？ 

 

３ 勤労について自分の考えを深める。 

 

○自分が大切にしたいことを三つまで選び、優先

順位をつけましょう。その理由や、その条件に

合う職業も考えてみましょう。 

終 
 

末 

３ 教師の説話を聞いて、本時のまとめを行う。 
 
○学習を通して考えたことや気付いたことを、道

徳ノートに書きましょう。                                                                                                                             

導入 

 職業体験学習を想起さ

せるとともに、三つの企業

ＣＭを見せ、働く上で大切

なことについて具体的に

考えることができるよう

にした。 
 

展開 

 四つの意見について、自

分がどれくらい共感でき

るかを割合で示すように

した。その後、グループで

意見を共有することで、働

く上での大切さについて、

多面的・多角的に考えられ

るようにした。さらに、四

つの意見それぞれに問い

返しを準備し、揺さぶりを

かけることで、意見を引き

出せるようにした。 

 

終末 

 教師自身が職業選択の

際に大切にしたことを話

してから、道徳ノートに自

分の考えを書かせること

で、自分は何を大切にした

いか考えを深められるよ

うにした。                                                                                                                              

 問題意識をもつ  自分との関わり 

 多面的・多角的 

 人間としての生き方 
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３ 授業の実際Ⅰ（板書の工夫） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

導入で、生徒が考えた「働く上で大切なこと」をウェビングマップでまと

め、多様な考えや意見があることを視覚的に示した。（➊の板書） 

中心発問で、生徒が考えた「職業を選ぶときに大切なこと」についても、

考えや意見をウェビングマップでまとめ、多様な考えや意見を視覚的に示し

た。（❷の板書） 

話合いの際には、生徒はウェビングマップでまとめた板書を見ながら、そ

れぞれの考えを比較したり順位付けしたりして、活発な意見交換となった。

働くことの意義や将来の生き方に、多様な考えがあることに気付いたり、ど

の考えも大切なものであることを理解したりしながら自分の考えを深めてい

る姿が見られた。 

 働くことの意義について、出された意見をウェビングマップでまとめて示し

視覚的に捉えさせることで、多様な意見を自分の価値観と照らし合わせながら

考えられるようにした。 

第 16 回 テーマ 将来の自分を見つめて 

『好きな仕事か安定かなやんでいる』 

働く上で 
大切なこと 

 

 

 

 

 

 

➊ 職業を選ぶときに 
大切なこと 

 
 

 

 

 

 
 

 

❷ 

悩み 

好
き
な
こ
と 

安
定 

比較する 

板書計画案 

➊の板書 

板書の様子 

❷の板書 

生徒の姿 
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４ 授業の実際Ⅱ（問い返しの工夫） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

５ 本時の振り返りの様子 

 

 

 

 

Ａ～Ｄを選んだそれぞれの考えに

対して、意図的に条件を変えた問い返

しや批判的な問い返しを行った。「や

りたい仕事をやれば、真剣になるから

自然とお金は入ってくる」、「生きてい

く中で、全部が楽しいこと、やりたい

ことばかりとは限らない。やりたくな

いことの中に楽しみを見つけるかが

大事になると思う」など、将来の夢や

生き方等について具体的に話し合っ

たことを基に、自分が働く上で大切だ

と考えていることが明確になってい

く様子が、自分の言葉でしっかりと話

す姿から捉えられた。 

 授業の導入では働くことに対し

て、漠然としたイメージしか持て

ていない様子だった。 

授業の終末では、自分が働く上

で大切だと考えていることについ

て改めて道徳ノートにまとめるの

に、ウェビングマップに書かれて

いるキーワードとつなげて考えた

り、新たに「労働環境」や「自分

の体力（個性）」などのキーワード

を付け足しながら理由を説明した

りする姿が見られた。この授業を

通して、勤労の意義と自分の生き

方について考えを深めることがで

きたと考えられる。 

Ｔ ：Ａを選んだ人に聞きます。例えば、家を

建てたり、結婚したり、おいしい食事を

したりするには、お金が必要じゃないで

すか？（条件を変えた問い返し） 

Ｓ１：やりたい仕事をやれば、真剣にやるから

自然とお金は入ってくる。 

Ｔ ：なるほど。お金が優先じゃないというこ

とですね。 

Ｔ ：Ｂを選んだ人に聞きます。やりたいことな

ら我慢できますか？やりたくないことを続

けられますか？（批判的な問い返し） 

Ｓ２：仕事を続けていれば、自然と慣れてくる。 

Ｓ３：勉強が嫌いだけど、高校に合格するとい

う目標をもてば、やり続けられる。努力

できる。 

Ｓ４：好きじゃないこともやっていれば、楽し

くなってくるかもしれない。 

Ｓ５：生きていく中で、全部が楽しいこと、や

りたいことばかりとは限らない。やりた

くないことの中に楽しみを見つけるかが

大事になると思う。 

Ｔ ：Ｃを選んだ人に聞きます。もし、なかな

か仕事が見つからなかったらどうします

か？（条件を変えた問い返し） 

Ｓ６：働いている友達や仲間を頼って、いい就

職先を聞く。 

Ｓ７：親に頼る。 

Ｓ８：貯金して次の仕事が見つかるまでのつな

ぎにする。 

Ｔ ：Ｄを選んだ人には究極の質問です。仕事

をしないという選択はありますか？ 

（批判的な問い返し） 

Ｓ９：お金があればよいのでは。 

Ｔ ：お金がなかったら？ 

（条件を変えた問い返し） 

Ｓ９：それはだめ。 

Ｔ ：そうだね、大変な問題だよね。 

Ｓ10：人によっては仕事をしない選択もあるの

では。 

Ｔ ：みんなはどうですか？仕事に就かないと

いうのはありですか？ 

（批判的な問い返し） 

･･･挙手なし･･･ 

Ｔ ：では、みんなは何らかの仕事に就きたい

と思っているのですね。 

 職業選択に関するＡ～Ｄの異なる意見に対して、自分の考えに近い意見を選

択させ、それぞれの立場の考えに対して問い返しを行うことで、メリット・デメ

リットを考えられるようにした。 

生徒の姿 
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 組織的に取り組む授業づくり 

 

充実した道徳科の授業づくりを行うために、調査研究協力校が組織的に取り組んだ実践

を紹介します。 

 

道徳教育推進教師の取組の工夫 
○「全校生徒を対象にした道徳の授業」の設定 

・生徒に道徳科のねらい、授業の進め方、道徳ノートの使い方など、道徳の授業について一

斉に説明をしてから授業を行う。 

 ○現職教育（校内研修）の活用 

・道徳教育推進教師や授業研究会などの授業者が教師役となり、その他の教員が生徒役

となって模擬授業を行い、中心発問や問い返しを中心に生徒の目線から検討する。 

・道徳に関する研修会等に参加して得た情報などを全教員に提供する時間を設け、共有

する。 

・道徳科の授業について、学年単位で研究協議を行う。 

（テーマの例） 

・生徒が対話できるようにするための手立てや学習形態とは？ 

・多面的・多角的に考えるとはどのような姿なのか、また、どのように見取ることがで

きるか？ 

・自分との関わりで考えたりすることとはどのような姿なのか、また、どのように見取

ることができるか？ 

・発問や問い返しによって考えが深まったり広がったりすることができるようにする

ための手立てとは？ 

 

教員同士の取組の工夫 
 ○学年間の情報交換 

・教材を吟味して考えた発問、効果的な板書計画やワークシートの形式の工夫など、空き

時間や放課後などに意見交換をしながら授業の準備をする。 

・自分が実施した授業の様子や学習活動の流れ、時間配分、発問や問い返し、生徒の反応

などについての成果や課題について伝え合う。 

・実施した授業の板書を写真に記録して共有する。 

・授業での学習形態（ペア、グループなど）をどの学級でも統一して授業を行い、生徒の

話合いの様子などについて共有する。 

 ○授業参観 

・お互いの授業を自由に参観できる機会を設定し、指導上の共通理解を図る。 

・生徒の立場から授業を見るようにして、発問や問い返しの文言について感想を伝え合う。 

 

時間設定の工夫 
○学年ごとの空き時間を設定 

・学年の教師同士の情報共有や授業の工夫改善についての話合いをするために、共通の空

き時間を設定する。 

○担任している学級以外で行う道徳科の授業 

・年に数回、教師が交代で学年の全学級を回って道徳の授業を行う。教師は、他の学級でも

同じ教材で繰り返し授業を行うことにより、指導力の向上につながる。また、学級担任が

自分の学級の授業を参観することが可能となり、普段の授業とは違う角度から生徒の新

たな一面を発見することができるため、道徳性に係る成長の様子をより多面的・多角的に

把握したり、学年全体の生徒を理解したりすることができる。 

コラム 
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